
９月27日㈫・28日㈬、観光・文化交流協定を結んで
いる三重県松阪市から、松阪市＊浜田市友好の会の皆
さんが交流や視察のため浜田市に来られました。

市役所本庁ロビーで、松阪市無形民俗文化財指定の
「松阪しょんがい音頭」と「松阪鈴おどり」を披露さ
れました。
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特集　ごみの減量とリユース食器

　たくさんの来場者で賑わう祭りやイベントでは、同時に大量のごみ
が排出されている現状があります。ごみの処分には大変な手間とコス
トがかかる上、資源の大量消費やごみの焼却・埋立にかかるエネルギー
など、人や環境に大きな負荷がかかっています。そんなイベントごみ
を減らす強い味方、「リユース食器」を紹介します。この機会に、皆
さんの地域のイベントなどにリユース食器を利用し、人や地球にやさ
しいイベントづくりに取り組んでみませんか。

リ
ユ
ー
ス
食
器
と
は
、
繰
り
返

し
て
再
使
用
で
き
る
食
器
や
カ
ッ

プ
、
お
箸
類
な
ど
の
総
称
で
す
。

使
い
捨
て
容
器
の
代
わ
り
に
使
用

す
る
こ
と
で
、
ご
み
排
出
量
の
大

幅
な
削
減
や
資
源
の
節
約
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
物
を
大
切
に
使

う
心
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
、

人
や
地
球
に
や
さ
し
い
取
組
と
し

て
近
年
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

材
質
・
特
徴

食
器
は
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
で

耐
冷
・
耐
熱
性
に
優
れ
て
お
り
、

使
い
捨
て
容
器
に
比
べ
て
丈
夫
で

持
ち
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

食
器
の
種
類
と
利
用
例

ど
ん
ぶ
り
・
皿
・
カ
ッ
プ
と
い
っ

た
食
器
類
や
、
箸
・
ス
プ
ー
ン
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
食
器
は
そ
れ
ぞ

れ
２
、３
種
類
の
サ
イ
ズ
が
あ
り
、

様
々
な
用
途
に
利
用
で
き
ま
す
。 

利
用
方
法

「
リ
ユ
ー
ス
食
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
や
「
ふ
う
ネ
ッ
ト
」
に
加
入

し
て
い
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
取
扱
業

者
か
ら
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
価
格

食
器
な
ど
を
１
つ
レ
ン
タ
ル
す

る
と
き
の
標
準
的
な
費
用
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【問い合わせ先】　本庁環境課　くらしと環境係（☎�９４２０）
リサイクル推進係（☎�９４３０）

　
　
　

リ
ユ
ー
ス
食
器
と
は

イベントに

リユース食器でごみ減量
人や地球にやさしいイベントづくりを考えてみませんか
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環
境
負
荷
軽
減

リ
ユ
ー
ス
カ
ッ
プ
を
４
．
７
回

以
上
使
う
と
、
紙
コ
ッ
プ
を
使
う

よ
り
環
境
に
や
さ
し
く
、
ご
み
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
一
般
財
団
法
人
地
球
・
人
間
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

リ
ユ
ー
ス
食
器
を
１
個
使
う

と
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
使
い

捨
て
容
器
を
使
っ
た
場
合
に
比
べ

て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
約
５
分
の

１
（
77
ｇ
の
削
減
）
に
な
り
ま
す
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

エ
コ
意
識
・
環
境
意
識
の
向
上

通
常
の
使
い
捨
て
容
器
の
場
合

は
使
用
済
み
食
器
を
ご
み
と
し
て

「
捨
て
る
」
と
い
う
行
動
で
す
が
、

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
場
合
は「
返
す
」

と
い
う
行
動
に
変
わ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
行
動
の
変
化
が
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
の
エ
コ
意
識
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

① 

借
り
る

リ
ユ
ー
ス
食
器
取
扱
業
者
か
ら

レ
ン
タ
ル
し
ま
す
。
利
用
方
法
の

相
談
も
兼
ね
て
、
１
か
月
前
ま
で

に
は
発
注
の
連
絡
を
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
イ
ベ
ン
ト
の
２
、３

日
前
に
食
器
が
コ
ン
テ
ナ
に
収
納

さ
れ
て
納
品
さ
れ
ま
す
。

主
催
者
が
複
数
の
出
店
者
分
の

リ
ユ
ー
ス
食
器
を
取
り
ま
と
め
て

注
文
す
る
場
合
は
、
納
品
後
に
仕

分
け
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

② 

使
用
す
る

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
イ
ベ
ン
ト
各

出
店
者
に
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
配
り

ま
す
。
出
店
者
は
飲
食
物
を
リ

ユ
ー
ス
食
器
に
入
れ
て
来
場
者
に

販
売
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
取

扱
業
者
の
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
リ
ユ
ー
ス
食
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

h
ttp

:/
/
w

w
w

.re
u
s
e
-

netw
ork.jp/

●
ふ
う
ネ
ッ
ト

http://w
w
w
.fuunet.org/

・
食
器
類　
　
　
　

26
円
／
１
点

・
箸
、
ス
プ
ー
ン　

７
円
／
１
点

そ
の
ほ
か
に
、
配
送
料
が
必
要

で
す
。
ま
た
、食
器
な
ど
を
破
損
・

紛
失
し
た
場
合
は
、
補
償
料
と
し

て
１
０
３
円
か
か
り
ま
す
。

※　

業
者
に
よ
っ
て
料
金
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③ 

回
収
す
る

来
場
者
は
飲
食
後
、
リ
ユ
ー
ス

食
器
を
売
店
や
回
収
所
に
返
却
し

ま
す
。
回
収
し
た
食
器
は
洗
わ
ず

に
そ
の
ま
ま
コ
ン
テ
ナ
に
収
納
し

ま
す
。

　

食
器
の
持
ち
帰
り
な
ど
、
紛
失

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
回
収
す
る

工
夫
を
、
イ
ベ
ン
ト
前
に
よ
く
考

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④ 

返
却
す
る

コ
ン
テ
ナ
に
収
納
し
た
リ
ユ
ー

ス
食
器
を
レ
ン
タ
ル
業
者
に
返
送

し
ま
す
。
業
者
は
返
送
さ
れ
た
食

器
の
数
を
確
認
し
、
使
用
枚
数
や

紛
失
数
な
ど
を
計
算
し
、
利
用
料

金
を
請
求
し
ま
す
。

市
内
で
開
催
さ
れ
た
次
の
イ
ベ

ン
ト
で
リ
ユ
ー
ス
食
器
が
利
用
さ

れ
ま
し
た
。

山
陰
浜
田
港
マ
リ
ン
大
橋
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン

ど
ん
ぶ
り
Ｍ･

Ｌ
、
カ
ッ
プ
Ｍ

な
ど
１
、１
３
０
個
、箸
９
０
０
膳

み
す
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ま
つ
り

皿
Ｍ　

１
０
０
個

ス
プ
ー
ン　

１
０
０
本

食
育
フ
ェ
ス
タ
in
浜
田

ど
ん
ぶ
り
Ｍ　

２
０
０
個

岡
見
う
ち
わ
ま
つ
り

ど
ん
ぶ
り
Ｍ
、
カ
ッ
プ
Ｓ
・
Ｍ

１
、０
２
０
個

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

ど
ん
ぶ
り
Ｌ
、
カ
ッ
プ
Ｓ
・
Ｍ
、

皿
Ｓ　

な
ど　

２
、５
３
０
個

白
砂
地
区
運
動
会

浜
田
市
防
災
訓
練

生
涯
学
習
・
健
康
福
祉
の
集
い

か
っ
ぱ
ラ
ン
ド
夏
祭
り

お
い
し
ー
た
の
し
ー
水
あ
そ
び

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ア
ク
ア
ス

島
根
県
立
大
学
「
海
遊
祭
」

浜
商
デ
パ
ー
ト

浜
田
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）

Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

さ
ざ
ん
か
祭

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

旭
ふ
る
里
ま
つ
り　
　
　

な
ど

　
　
　

リ
ユ
ー
ス
食
器
は

　
　
　

環
境
に
や
さ
し
い

　
　
　

リ
ユ
ー
ス
食
器

　
　
　

利
用
の
流
れ

　
　
　

リ
ユ
ー
ス
食
器

　
　
　

取
扱
業
者

　
　
　

リ
ユ
ー
ス
食
器
を

　
　
　

利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
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市
で
は
、
ご
み
を
減
ら
し
環
境

に
や
さ
し
い
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
リ
ユ
ー
ス
食
器

の
レ
ン
タ
ル
費
用
の
最
大
２
分
の

１
を
補
助
す
る
「
浜
田
市
リ
ユ
ー

ス
食
器
利
用
促
進
補
助
金
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
補
助

金
を
活
用
し
て
、
皆
さ
ん
の
身
近

な
イ
ベ
ン
ト
に
リ
ユ
ー
ス
食
器
を

取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

補
助
対
象
事
業

市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
１
０
０
個

以
上
利
用
し
て
飲
食
品
を
提
供
す

る
事
業

※　

補
助
対
象
と
な
る
の
は
、「
リ

ユ
ー
ス
食
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
「
ふ
う
ネ
ッ
ト
」
に
加
入
す

る
事
業
者
か
ら
レ
ン
タ
ル
す
る

も
の
に
限
り
ま
す
。

補
助
対
象
者

市
内
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

主
催
者
、
又
は
市
内
イ
ベ
ン
ト
で

飲
食
品
を
提
供
す
る
出
店
者

補
助
対
象
経
費

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
レ
ン
タ
ル
料

・
環
境
関
連
備
品
レ
ン
タ
ル
料

・
レ
ン
タ
ル
に
か
か
る
配
送
料

補
助
金
額

対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
と
県
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
リ

ユ
ー
ス
食
器
を
使
う
と
き
に
役
に

立
つ
色
々
な
グ
ッ
ズ
を
貸
出
し
ま

す
。

・「
リ
ユ
ー
ス
食
器
使
用
イ
ベ
ン

ト
」
の
ぼ
り
旗

・「
リ
ユ
ー
ス
食
器
返
却
所
」
の

ぼ
り
旗

・
残
飯
回
収
用
バ
ケ
ツ
、
ざ
る

そ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
に
役
立

つ
グ
ッ
ズ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

※　

県
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
島

根
県
環
境
政
策
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/infra/kankyo/kankyo/
junkan/eventgom

i.htm
l

リ
ユ
ー
ス
食
器
を
使
い
た
い
け

ど
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
、
回
収
率
を
上
げ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
レ
ン
タ
ル
費
用

を
ど
の
よ
う
に
負
担
し
た
ら
よ
い

か
な
ど
、
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

レンタル費用　　　　　　補助します

リユース食器の導入を

最大半額

お手伝いします

　
　
　
浜
田
市
リ
ユ
ー
ス
食
器

　
　
　
利
用
促
進
補
助
金

　
　
　

グ
ッ
ズ
な
ど
を

　
　
　

貸
し
出
し
ま
す

　
　
　

相
談
に
応
じ
ま
す
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平成27年度ごみ処理経費の状況
【歳出】 （単位：円）
ごみ袋作製、販売経費 42,439,842
ごみ収集経費 221,142,506
資源ごみ中間処理経費 103,908,506
不燃ごみ処理場経費 144,608,228
広域行政組合負担金 769,409,578
そのほか管理運営経費 20,225,026
人件費 101,790,727

歳出額　合計 1,403,524,413

【歳入】 （単位：円）
ごみ袋など売上収入 112,337,044
ごみ搬入手数料 13,121,750
資源ごみなど売払収入 21,350,711
焼却灰処分費 20,324,220
そのほか 534,470

歳入額　合計 167,668,195

歳出額 － 歳入額 1,235,856,218

●鉄くず売払収入　　　　 6,222,034円
●資源ごみ売払収入　　　14,806,047円
（内訳）アルミ缶　　　　13,252,369円
　　　　スチール缶　　　   679,037円
　　　　ペットボトル　　　 609,336円
　　　　ビールびん　　　　　49,976円
　　　　一升びん　　　　　 215,329円
●容器包装リサイクル協会拠出金収入
　　　　　　　　　　　　   322,630円
※　これは、ペットボトル・プラスチック容器

包装・びんを出荷して得た収入です。

　

人
口
減
少
に
伴
い
、
ご
み
の
総

排
出
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
市
民
１
人
当
た
り
の
排
出
量

は
、
平
成
22
年
度
か
ら
増
加
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度
は
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
２
グ
ラ
ム

減
少
し
ま
し
た
。

　

市
が
処
理
し
て
い
る
ご
み
の

70
％
が
燃
や
せ
る
ご
み
で
す
。
そ

し
て
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
40
％
が

生
ご
み
で
、
そ
の
中
に
は
「
手
つ

か
ず
・
食
べ
残
し
」
で
廃
棄
さ
れ

て
い
る
食
品
な
ど
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

台
所
か
ら
発
生
す
る
ご
み
の
減

量
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
ご
み
減

量
へ
の
効
果
が
と
て
も
大
き
く
、

ご
み
処
理
費
用
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
で
、
ど
う
し
て
も

生
ご
み
は
出
て
し
ま
い
ま
す
が
、

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
で
、

更
な
る
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　

少
し
の
工
夫
で
生
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

生
ご
み
の
水
分
量
は
70
～
80
％

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り

水
切
り
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
燃

焼
効
率
が
良
く
な
る
ほ
か
、
重
量

が
軽
く
な
る
た
め
ご
み
収
集
車
の

燃
費
が
向
上
し
、
燃
料
費
を
節
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
捨
て
る

前
に
、
最
後
に
ひ
と
絞
り
し
て
水

気
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
の
ご
み
処
理
経
費
の
状

況
は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
み
袋
な
ど
の
売
上
収
入
で
あ

る
約
１
億
１
２
３
０
万
円
の
、
ご

み
処
理
全
体
に
か
か
っ
た
費
用
で

あ
る
約
1４
億
３
５
０
万
円
に
占
め

る
割
合
は
、
約
８
．
０
％
で
す
。

　

歳
出
額
と
歳
入
額
の
差
額
で
あ

る
約
12
億
３
５
９
０
万
円
は
、
税

金
な
ど
で
補
填
し
て
い
ま
す
。

ごみの減量化に
ご協力ください

１
人
当
た
り
の
ご
み
排
出
量

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

平
成
27
年
度

　

浜
田
市
の
ご
み
処
理
経
費

生
ご
み
は
捨
て
る
前
に

ひ
と
絞
り
し
ま
し
ょ
う
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《
地
方
自
治
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
嘱
託
員
及
び
行
政
連
絡
員
と

し
て
行
政
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
地
方
自
治
の

伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

岩
田
信
次
郎　
（
65
歳
・
瀬
戸
見
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防
災

に
努
め
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。岩

永　

孝
吉　
（
53
歳
・
熱
田
町
）

大
賀　

秀
輝　
（
63
歳
・
旭
町
重
富
）

大
野　

隆
弘　
（
57
歳
・
三
隅
町
三
隅
）

川
上　

満　
　
（
49
歳
・
金
城
町
下
来
原
）

菊
川　

裕　
　
（
54
歳
・
三
隅
町
西
河
内
）

齋
藤　

幸
男　
（
59
歳
・
三
隅
町
湊
浦
）

杉
山　

正
明　
（
61
歳
・
三
隅
町
河
内
）

竹
藤　

博　
　
（
52
歳
・
旭
町
和
田
）

平
川　

健
二　
（
62
歳
・
三
隅
町
古
市
場
）

古
城　

栄
康　
（
54
歳
・
金
城
町
久
佐
）

三
宅　

龍　
　
（
55
歳
・
旭
町
木
田
）

森
岡　

宣
行　
（
62
歳
・
国
分
町
）

吉
川　

賢
一　
（
56
歳
・
竹
迫
町
）

《
民
生
事
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
と

青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

服
部　

孝
之　
（
69
歳
・
相
生
町
）

三
明　

昌
子　
（
70
歳
・
殿
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と
し
て
交
通
安

全
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

泉　
　

國
博　
（
82
歳
・
長
浜
町
）

浜
本　

義
正　
（
72
歳
・
長
沢
町
）

《
農
林
水
産
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
地

域
の
農
林
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

原
田　

義
一　
（
69
歳
・
周
布
町
）

《
教
育
文
化
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
学

校
教
育
の
充
実
及
び
社
会
教
育
の
推
進
に
努
め

教
育
行
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

藤
本　

孝
男　
（
73
歳
・
旭
町
木
田
）

　

多
年
に
わ
た
り
公
立
小
学
校
学
校
歯
科
医
と

し
て
学
校
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。佐

々
木
良
二　
（
55
歳
・
竹
迫
町
）

《
感
謝
状
贈
呈
・
篤
行
》

　

浜
田
城
址
及
び
城
山
公
園
の
保
全
・
整
備
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
島
か
お
る　
（
67
歳
・
栄
町
）

　

市
で
は
毎
年
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
、
多

年
の
ご
功
労
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
10
月
３
日
㈪
、
次
の
皆
さ
ん

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
年
齢
は
10
月
１
日
現
在
・
掲

載
は
50
音
順
）

平成28年度浜田市表彰
～ 市発展に功労のあった皆さんを表彰 ～
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上府真人さん（松原小５年）

10才以下男子50ｍ平泳ぎ　第３位

全国JOCジュニアオリンピックカップ
夏季水泳競技大会

　
10
月
１
日
㈯
に
開
催
し
た
市
民
憲
章
推
進
大
会
に
お
い

て
、
市
民
憲
章
の
理
念
に
基
づ
く
啓
発
・
推
進
・
実
践
活

動
な
ど
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
次
の
21
人（
個
人
17
人
・

４
団
体
）
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
（
☎
�
９
２
０
１
）

被
表
彰
者
（
敬
称
略
・
年
齢
は
10
月
１
日
現
在
・
順
不
同
）

【
個
人
の
部
】

市
木　

忠
光 

（
76
歳
・
国
分
町
）

岩
本　

花
子 
（
80
歳
・
原
町
）

植
本　

文
子 
（
73
歳
・
国
分
町
）

大
原　

香
里 
（
53
歳
・
長
沢
町
）

尾
崎　

安
子 

（
81
歳
・
殿
町
）

勝
田　

馨 

（
81
歳
・
金
城
町
下
来
原
）

金
本　

晶 

（
65
歳
・
三
隅
町
古
市
場
）

鎌
原　

茂
幸 

（
70
歳
・
金
城
町
下
来
原
）

熊
谷
一
二
三 

（
68
歳
・
日
脚
町
）

小
池
ミ
サ
エ 

（
76
歳
・
金
城
町
下
来
原
）

幸
田　

民
子 

（
72
歳
・
金
城
町
波
佐
）

河
野
美
登
利 

（
71
歳
・
殿
町
）

米
谷　

義
憲 

（
69
歳
・
周
布
町
）

齋
藤　

亨
子 

（
79
歳
・
竹
迫
町
）

肥
後　

年
夫 

（
90
歳
・
三
隅
町
井
野
）

宮
田　

澄
江 

（
77
歳
・
金
城
町
上
来
原
）

吉
永　

實
男 

（
83
歳
・
長
沢
町
）

【
団
体
の
部
】 

久
佐
田
ば
や
し
保
存
会
（
金
城
町
久
佐
）

三
隅
の
星
を
観
る
会
（
三
隅
町
古
市
場
）

日
本
さ
つ
き
盆
栽
協
会
島
根
石
州
支
部
（
下
府
町
）

み
つ
ば
く
ら
ぶ
（
弥
栄
町
木
都
賀
）

全国大会入賞おめでとうございます

平成28年度市民憲章表彰
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「ＢＵＹ浜田運動」
イメージ図

「ＢＵＹ浜田運動」とは
　地域内の経済循環をつくり、市民の暮らしを向上させる運動です。
　浜田市内で生産・製造・加工された商品を多くの市民の皆さんに買っ
てもらい、消費を増やすことで地元の中小企業に潤いを与え、所得を
増やし雇用を産むことにつながります。さらに、消費を増やすことで
地域内の経済循環をつくり、地域外へお金がでていくのを抑えること
により地域経済の活性化を目指します。
　「浜田のモノを買おう！浜田を応援しよう！」をスローガンに、ま
ずは地元の食料品（生鮮食品・加工食品）を中心に消費拡大に取り組
みます。
　「ＢＵＹ浜田運動」運動対象品取扱店で地元のものを進んで購入し
ていただき、地元の生産者やお店を応援しましょう。

運動対象品
　まずは、地元の食料品を中心に消費拡大に取り組み
ます。
生鮮食品　市内で生産、又は水揚げされたもの。

（野菜・果物・鮮魚）
加工食品　市内の原料、又は市内で加工されたもの。

（干物・惣菜・缶詰など）

運動対象品取扱店を募集しています
　「ＢＵＹ浜田運動」に賛同し、「ＢＵＹ浜田運動」運
動対象品を取り扱っていただける事業者を募集してい
ます。運動対象品取扱店には、運動グッズを提供しま
す。詳しくは、市役所本庁産業政策課までお問い合わ
せください。

「ＢＵＹ浜田運動」ロゴマーク

【問い合わせ先】
本庁産業政策課商工企画係

（☎�９５０１）

浜田市「ＢＵＹ浜田運動」推進委員会構成団体
浜田市・浜田商工会議所・石央商工会・浜田金融会・ＪＡしまねいわみ中央
地区本部・ＪＦしまね浜田支所・浜田魚商協同組合・はまだ産業振興機構

　浜田の頭文字「は」をモチーフにした、
浜田市で生産・加工・販売された商品を
元気にお買い物するキャラクターをイ
メージしています。

「ＢＵＹ浜田運動」
のぼり旗

浜田のモノを買おう！浜田を応援しよう！
みんなで「Ｂ

ば い

ＵＹ浜田運動」を進めましょう



9　　　広報はまだ：平成28年11月号

～
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

　
　
　
　
　
　
　意
見
を
紹
介
し
ま
す
～

《
回
答
》

　

水
道
料
金
を
、
一
般
の
家
庭
で

１
か
月
当
た
り
20
㎥
使
用
す
る
場

合
で
比
較
し
ま
す
と
、
浜
田
市
の

２
、６
７
４
円
に
対
し
、
島
根
県
内

の
他
市
の
水
道
料
金
は
２
、６
８
８

円
か
ら
４
、９
１
４
円
と
な
り
、
県

内
８
市
で
は
、
浜
田
市
が
一
番
安

価
な
水
道
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

浜
田
市
で
は
、
現
在
、
水
道
料

金
の
改
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

値
上
げ
の
抑
制
に
努
め
、
引
き
続

き
、
で
き
る
だ
け
安
価
な
水
道
料

金
で
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

水
道
料
金
に
つ
い
て

　

浜
田
市
の
水
道
料
金
は
、

高
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
も

う
少
し
、
何
と
か
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
か
。

市
営
住
宅
で
の
ペ
ッ
ト

の
飼
育
に
つ
い
て

　

ペ
ッ
ト
は
、
家
族
の
一
員

の
よ
う
な
存
在
だ
と
思
っ
て

《
回
答
》

　

生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
ペ
ッ
ト
が
家

族
の
一
員
と
し
て
心
の
支
え
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
人
の
こ
と
を
考

え
ま
す
と
、
ペ
ッ
ト
の
受
入
れ
が

可
能
な
住
宅
が
あ
る
こ
と
は
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
で
、
市
営
住
宅
は
、
多
く

の
人
が
生
活
す
る
共
同
生
活
の
場

で
も
あ
る
た
め
、
そ
こ
で
生
活
さ

れ
る
全
て
の
皆
さ
ん
が
快
適
に
暮

ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
と
も
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

浜
田
市
で
は
、
ペ
ッ
ト
の
鳴
き

声
や
臭
気
な
ど
が
団
地
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま

う
こ
と
も
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
営
住
宅
へ
の
ペ
ッ
ト
類
の
持
込

み
、
飼
育
は
で
き
な
い
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。　

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
長
公
室
総
合
調
整
係

（
☎
�
９
１
０
０
）

　浜田の海の幸・山の幸などの特産品や伝統工
芸品など、多数取りそろえて紹介していますの
で、お歳暮などにぜひ利用してください。
「はまおく」市内配布場所

浜田市役所・各支所及び公民館　ほか
「はまおく」ホームページからもご覧いただ
けます。

http://hamaoku.net/

はまおくギフトプレゼントキャンペーン実施中
　「はまおく」掲載商品の中から購入され、ア
ンケートに回答いただいた人から抽選で５人に
商品をプレゼントします。
応募期間　平成29年２月28日㈫（当日消印有効）
申込方法　平成28年度情報誌「はまおく」添付

のアンケートはがき、又は郵便はがきに必要
事項を記入の上、郵送又は持参してください。

※　詳しくは、「はまおく」を確認してください。
問い合わせ先

本庁産業振興課産業振興係
（☎�９５０２）

市
長
直
行
便
（
市
政
に
関
す
る
ご

意
見
・
ご
提
言
）
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い

　

市
長
直
行
便
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
市
長
直
行
便
入
力

フ
ォ
ー
ム
、
又
は
専
用
は
が
き
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※　

専
用
は
が
き
は
、
本
庁
・
各

支
所
・
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま

す
。

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ペ
ッ
ト

を
連
れ
て
家
を
探
さ
れ
る
人

は
、
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
建
築
年
数
の

経
っ
た
市
営
住
宅
に
ペ
ッ
ト

と
入
居
す
る
こ
と
を
許
可
し

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

　

ペ
ッ
ト
と
と
も
に
日
々
穏

や
か
に
過
ご
す
こ
と
は
、
健

康
に
も
つ
な
が
り
、
楽
し
く

生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

ギフト情報誌「はまおく」をご活用ください

市
長
直
行
便



市長日記元気な浜田をつくります （平成28年９月）

広報はまだ：平成28年11月号　　　10

長野県小布施町での地域活性学会第８回
研究大会・総会において、来年度の浜田
市開催が決定しました（９月２日・３日）

障がい者雇用優良事業所として
㈲島根ポークを表彰し顕彰しました
（９月23日）

第５回中学生軟式野球選手権浜田大会
「浜田ＣＵＰ」の開会式に出席しました
（９月17日）

広報はまだ：平成28年11月号　　　10

㈱松永牧場が三隅町井野の黒沢地区に新
酪農牧場を建設することが決まり、記者
会見を行いました（９月26日）

中国の旅行会社の皆さんが浜田市を視察
され、神楽の鑑賞や石州和紙作りを体験
されました（９月８日）

碧い石見の芸術祭が開催され、石本正日
本画大賞展と石州和紙うちわアート展の
授賞式に出席しました（９月18日）

石見郷土研究懇話会三隅大会に出席しま
した（９月18日）

広報はまだ：平成28年11月号　　　

山陰自動車道建設促進島根県民総決起大
会に出席しました（９月25日）

百寿・白寿・米寿など、長寿者をお祝い
しました（９月15日）

各地区で開催された敬老会に出席しまし
た（９月16日～22日）

浜田の新たな水産ブランドである「沖獲れ一番」の初出荷がありました（９月14日）

2016地域フォーラム「地域の中小企業の

人材確保に向けて」にパネリストとして

出席しました（９月24日）
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被爆ピアノを弾く森須さん（右）

　９月30日㈮、浜田市被爆ピアノコンサートが松原小学校と三
階小学校で行われました。これは、昭和20年に広島市の爆心地
から1.8㎞で被爆したピアノのコンサートにより、未来に向か
い平和の尊さや原爆について考えるきっかけになってほしいと
開催したものです。
　コンサートでは、ソプラノ歌手の大島久美子さんと松原小卒
業のピアニスト森須奏絵さんが「原爆許すまじ」などを披露し
ました。演奏を聴いた児童は、「70年前に被爆したピアノでも
修理し、こんなにいい音が出てすごい」と話していました。

　９月25日㈰、全国交通安全運動雲城分会啓発キャンペーンが
金城町七条地内の国道186号線で行われました。これは、交通
安全協会雲城分会と浜田警察署がドライバーへ安全運転を呼び
かけることを目的に毎年行っているものです。
　当日は、希望ヶ丘町内の住民でつくる「KBO-66」 の皆さん
が作製した交通安全のお守りと、金城町の特産品のピオーネを
手渡しました。受け取ったドライバーは、「安全運転に心掛け
ます。ありがとう」と笑顔で答えていました。

お守りとピオーネを笑顔で受け取るドライバー

参加者に泳ぎの指導をする千葉すずさん

　９月25日㈰、2016すずスイムクリニックがアクアみすみで開
催されました。この教室は、アクアみすみイベントアドバイザー
の千葉すずさんとオリンピックメダリストの山本貴司さん・寺
川綾さんを講師に招き、参加者に一流の技術を学んでもらおう
とアクアみすみが企画したものです。
　参加者は、世界で活躍された３人から現役時代の練習内容や
オリンピックでの体験談などを聞いた後、手足の動かし方や息
継ぎの仕方など、直接指導を受けることができました。

　９月22日㈷、敬老会が弥栄会館で開催されました。これは、
弥栄町内の75歳以上の人を招き長寿をお祝いしようと、弥栄自
治区敬老会実行委員会が中心となり催されました。
　当日は、75歳から98歳までの157人が出席され、弥栄小・中
学校生による合唱のほか、地元保存会によって60年ぶりに復活
した小坂地区に伝わる歌舞伎に似た芝居「團七」が披露されま
した。会場の皆さんは、「久しぶりに見ることができ感激して
いる。貴重な伝統芸能を今後も伝えて欲しい」と懐かしそうに
見入っていました。團七を披露する保存会のメンバー

復活した芝居で長寿を祝う
～　弥栄自治区 敬老会　～

やさか

元オリンピック選手に学ぶ
～　2016すずスイムクリニック　～

みすみ

かなぎお守りに交通安全の願い込めて
～　全国交通安全運動 雲城分会啓発キャンペーン　～

平和の尊さを伝える
～　浜田市被爆ピアノコンサート　～

はまだ

♥Town Topics まちのわだい
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　９月21日㈬、交通安全テント村が旭町本郷地内の県道７号線
で開催されました。これは、秋の全国交通安全運動に併せて交
通安全を呼び掛けるために浜田市交通安全対策協議会旭支部が
開催したものです。
　協議会旭支部のメンバーは、通勤途中のドライバーに「交通
事故はな

・

し
・

でお願いします」、「安全に運転してください」など
と声を掛け、旭町特産の梨と一緒に啓発用チラシや反射スト
ラップなどの記念品を手渡し、啓発を行いました。

梨を配りながら「交通事故なし」と声を掛けるメンバー

　９月13日㈫、旭小学校の４年生13人が山ノ内梨園で赤梨「豊
水」の収穫作業を体験しました。この日まで児童たちは、梨の
受粉作業や摘果作業などを行い、梨の生育を見守ってきました。
　当日は、生産者から熟れた梨の見分け方や梨のもぎ採り方を
教わった後、食べごろの梨約250個を収穫しました。その後、
収穫した梨を小学校へ持ち帰り、全児童で秋の味覚を楽しみま
した。もぎたての梨を食べた児童たちは「おいしい」と話して
いました。

手を伸ばし梨を収穫する児童

協力して檻を組立てる参加者

　９月11日㈰、イノシシ檻づくりが白砂公民館で行われました。
これは、有害鳥獣の被害を少なくし、住みやすい地域の環境を
つくっていこうと白砂まちづくり委員会活性化部会が開催した
ものです。
　参加した10人は、鉄棒で作った檻に厚手の合板で作った落と
し扉を取り付けるなど、約３時間かけて２基のイノシシ檻を完
成させました。この檻は、白砂地区の集落に設置する予定で、
参加者は「今後、この活動が三隅町全体に広がってほしい」と
話していました。

　９月９日㈮、救命救急講習が介護老人保健施設さざんかで行
われました。この講習会は、過去に福祉施設付近で発生した火
災を教訓に、緊急時には金城地区６福祉施設が、助け合えるよ
うに福祉施設防災等連絡会が開催した合同訓練です。
　当日は、東部消防署金城出張所職員の指導により福祉施設の
職員が心肺蘇生法やＡＥＤを使用した訓練に取り組みました。
参加者は、「緊急時には、落ち着いてほかの施設の職員と協力
できるように心掛けたい」と言っていました。

熱心に訓練に取り組む福祉施設職員

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

旭の梨を食べて交通事故なし
～　交通安全テント村　～

あさひ

大きくて甘い梨が実ったよ
～　旭小学校 梨の収穫体験　～

あさひ

手づくりの檻で被害を防ぐ
～　イノシシ檻づくり　～

みすみ

福祉施設が合同訓練
～　普通救命講習　～

かなぎ
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蒸した酒米を冷ます工程を体験中

　９月６日㈫、「ご縁の国しまね」石見プレスツアーがふるさ
と体験村で行われました。これは、首都圏の報道機関などを対
象に県の観光情報を提供し、広く全国に情報発信してもらおう
と平成24年度から島根県が企画しているものです。
　今回は、東京の観光業者・出版社・新聞社など11人が町を訪
問し、どぶろく特区で地域おこしをしている弥栄のどぶろくづ
くりを体験しました。

　９月６日㈫、弥栄町木都賀在住の今田アサヨさん（100歳）が、
しまね健康超寿者表彰を受賞されました。これは、毎年島根県
が100歳以上の心身ともに健康で、社会との関わりを持ちなが
ら生活している人を表彰するもので、今年度は県内で６人が、
市内では今田さん１人が受賞されました。
　今田さんは、身の回りのことは全て自分でされ、野菜作りや
足腰を鍛えるための運動は欠かしません。表彰を受けた今田さ
んは「子や孫、地域の人に感謝しています」と笑顔で話されま
した。表彰を受け取る今田さん

協力しながら稲を刈る児童

　９月１日㈭、今福小学校の稲刈り体験が小学校近くの水田で
行われました。これは、農作業を通して収穫の大変さを体験し
食物の大切さを理解してもらうために毎年行っているものです。
　当日は、地域ボランティアや公民館職員の指導を受けながら、
稲刈りやはでかけ作業などを協力して行いました。作業を行っ
た児童たちは、「大変だったけど、やさしく教えていただき上
手に稲刈りができた」「稲刈りしたもち米の餅つきが楽しみ」
などと感想を話していました。

　８月28日㈰から10月10日㈷まで、浜田市長旗争奪野球大会が
浜田市野球場を主会場として行われました。これは、市内の野
球愛好家の交流と競技力向上を目的に浜田市野球連盟が毎年開
催しているもので、今年で44回目になります。
　大会には、市内の職域チームや同好会など25チームが参加し
優勝を目指して熱戦を繰り広げました。選手たちは、仲間や観
戦者の声援を受けて好プレーを見せていました。10月10日㈷に
は決勝戦が行われ、浜田ガスが優勝に輝きました。

優勝を目指してバットを振る選手

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

仲間と白球を追いかけて
～　浜田市長旗争奪野球大会　～

はまだ

農作業の大切さを知る
～　今福小学校　稲刈り　～

かなぎ

やさかいつまでもいきいきと
～　しまね健康超

ち ょ う

寿
じ ゅ

者表彰受賞　～

弥栄の魅力を発信
～　「ご縁の国しまね」石見プレスツアー　～

やさか
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

制
度
や
く
ら
し
に
関
す
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
に
よ
っ
て
伝
達
す
る
た
め
の

一
斉
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

　

浜
田
市
で
は
、
市
内
す
べ
て
の

防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ

ま
す
。

訓
練
放
送
日
時

11
月
29
日
㈫　

午
前
11
時
頃

放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」
を

３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

※　

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り

ま
す
。

※　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、

災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な

ど
を
介
し
て
瞬
時
に
受
信
し
、

市
町
村
の
防
災
行
政
無
線
な
ど

を
自
動
的
に
放
送
さ
せ
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
、
11
月
９
日
㈬
か
ら
15
日
㈫

ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

防
火
標
語(

平
成
28
年
度
全
国
統

一
防
火
標
語)

消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の

時　

そ
の
場
所
で

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
・
衣
類
・
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

※　

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、

火
の
元
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認

定
制
度
と
は
？

　

心
臓
や
呼
吸
が
停
止
す
る
な
ど

生
命
の
危
機
が
迫
っ
た
と
き
、
救

急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
蘇
生
法

を
行
う
こ
と
で
救
命
の
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
常
時

使
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
心
肺
蘇
生
法
が

行
え
る
人
が
い
る
事
業
所
な
ど
を

「
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
認
定
し
、何
か
あ
っ
た
と
き
に
、

こ
こ
へ
駆
け
込
め
ば
手
を
貸
し
て

も
ら
え
る
と
い
う
仕
組
み
を
市
内

各
所
に
増
や
し
、
市
に
お
け
る
救

命
率
や
社
会
復
帰
率
の
向
上
を
目

指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

認
定
さ
れ
た
事
業
所
と
は
？

　

こ
の
制
度
の
主
旨
に
同
意
し
協

力
を
し
て
い
た
だ
け
る
、
次
の
３

つ
の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
事
業

所
に
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
誰
も
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て

い
る
こ
と
。

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
使
用
可
能
な
状

態
に
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

③
救
命
講
習
を
修
了
し
た
従
業
員

な
ど
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認

定
事
業
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
９
月
に
16
事
業
所
を

新
た
に
認
定
し
、
全
部
で
79
事
業

所
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

認
定
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
定
事
業
所
の
情

報
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
各
所

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
置
場
所
の
地
図
も
随

時
更
新
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
16
事
業
所

（
順
不
同
）

・
あ
お
い
保
育
園

・
ふ
る
さ
と
体
験
村

・
日
本
海
信
用
金
庫
本
店

・
日
本
海
信
用
金
庫
西
支
店

・
日
本
海
信
用
金
庫
東
支
店

・
日
本
海
信
用
金
庫
長
浜
支
店

・
日
本
海
信
用
金
庫
駅
前
支
店

・
日
本
海
信
用
金
庫
長
沢
支
店

・
日
本
海
信
用
金
庫
国
府
支
店

・
日
本
海
信
用
金
庫
旭
町
支
店

・
日
本
海
信
用
金
庫
三
隅
支
店

・
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘

・
中
央
図
書
館

・
三
隅
図
書
館

・
㈱
扇
原
茶
園

・
国
府
公
民
館
有
福
分
館 認定した事業所には、

表示証が提示されています

まちかど救急ステーション
ＰＲポスター

安
全
安
心

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
全
国

一
斉
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す



15　　　広報はまだ：平成28年11月号

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
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人
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税
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・
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税

健
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・
福
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育

て

※　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係

（
☎
�
５
１
６
７
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
た
人
に

は
、
交
付
準
備
が
で
き
次
第
市
か

ら
発
行
通
知
書
（
交
付
に
関
す
る

案
内
は
が
き
）
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の
受

取
が
困
難
な
場
合
は
、
休
日
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

※　

事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

開
設
日　
11
月
13
日
㈰

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

交
付
窓
口　
市
役
所
本
庁
１
階
市

民
ロ
ビ
ー　

カ
ー
ド
交
付
特
設

窓
口
（
本
庁
舎
の
み
で
実
施
）

利
用
で
き
る
手
続　
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
の
交

付
の
み

予
約
締
切
日　
11
月
10
日
㈭

予
約
方
法　
発
行
通
知
書
に
記
載

し
て
あ
る
交
付
場
所
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
発
行
通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る

も
の
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

・
代
理
人
に
よ
る
受
取
は
、
入

院
・
身
体
の
障
が
い
な
ど
に
よ

り
来
庁
が
困
難
な
場
合
に
限
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

ペ
ッ
ト
の
生
涯
は
、
飼
い
主
の

心
構
え
次
第
で
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
ペ
ッ
ト
と
の
幸
せ
な
生
活
の

た
め
に
飼
う
前
に
考
え
て
く
だ
さ

い
。

飼
う
前
に
考
え
る
こ
と

・
今
の
住
居
は
ペ
ッ
ト
を
飼
え
る

環
境
で
す
か
。

・
ペ
ッ
ト
の
種
類
や
大
き
さ
、
生

態
な
ど
は
あ
な
た
の
生
活
環
境

に
適
し
て
い
ま
す
か
。

・
家
族
み
ん
な
が
賛
成
し
て
い
ま

す
か
。

・
最
期
ま
で
世
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
。

・
鳴
き
声
や
フ
ン
の
始
末
な
ど
で

近
隣
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
で
き
ま
す
か
。

・
安
全
で
快
適
な
飼
育
環
境
を
用

意
し
、
毎
日
欠
か
さ
ず
世
話
が

で
き
ま
す
か
。

・
ペ
ッ
ト
に
か
か
る
費
用
は
考
え

て
い
ま
す
か
。

飼
い
主
の
責
務

①
健
康
と
安
全
を
保
持
し
、
他
人

へ
の
迷
惑
を
防
ぐ
。

②
動
物
の
病
気
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
持
ち
、予
防
に
努
め
る
。

③
逃
亡
や
迷
子
を
防
ぐ
対
策
を
と

る
。

④
そ
の
命
を
終
え
る
ま
で
適
正
に

飼
う
。

⑤
増
え
す
ぎ
て
困
ら
な
い
よ
う
に

繁
殖
の
制
限
を
行
う
。

⑥
自
分
の
飼
っ
て
い
る
動
物
と
分

か
る
よ
う
に
所
有
明
示
を
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

土
地
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　

法
務
局
が
行
っ
て
い
る
「
筆
界

特
定
制
度
」
を
活
用
す
れ
ば
、
裁

判
を
し
な
く
て
も
早
期
に
安
価
で

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

筆
界
特
定
制
度
と
は

　

土
地
の
所
有
者
と
し
て
登
記
さ

れ
て
い
る
人
な
ど
の
申
請
に
基
づ

い
て
、
筆
界
特
定
登
記
官
が
、
外

部
専
門
家
で
あ
る
筆
界
調
査
委
員

の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
現
地
に
お

け
る
土
地
の
筆
界
の
位
置
を
特
定

す
る
制
度
で
す
。

※　

詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
又
は
近
く
の
法
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/

m
inji104.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

・
松
江
地
方
法
務
局
地
図
整
備
・

筆
界
特
定
室
（
☎
０
８
５
２
�

４
２
２
２
）

・
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

　

市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に

情
報
提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）

こ
れ
か
ら
犬
や
猫
の
飼
育
を

考
え
て
い
る
人
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
受
取
の
た
め
の

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

生
活
・
環
境

境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に

お
悩
み
の
人
へ

住
宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
農
業
の
核
と
な
る
担

い
手
の
増
加
、
育
成
・
確
保
の
た

め
、
現
状
か
ら
今
後
５
年
以
内
に

規
模
拡
大
な
ど
を
目
指
す
認
定
農

業
者
・
集
落
営
農
組
織
な
ど
の
中

心
的
な
農
業
者
に
集
中
的
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

対
象
者

⑴　

市
内
の
認
定
農
業
者
及
び
集

落
営
農
組
織
（
法
人
含
む
）
で
、

５
年
以
内
に
、
現
状
か
ら
２
割

以
上
の
生
産
量
増
加
又
は
規
模

拡
大
を
図
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
も
の

⑵　

⑴
以
外
で
、
５
年
後
の
所
得

目
標
が
（
お
お
む
ね
２
５
０
万

円
）
達
成
が
で
き
る
と
見
込
ま

れ
る
も
の

⑶　

地
域
農
業
の
発
展
に
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
事
業
を
行
う

農
業
者
な
ど
３
人
以
上
で
組
織

す
る
団
体
な
ど

補
助
内
容

農
業
用
機
械
等
整
備
事
業

・
農
業
生
産
に
伴
う
機
械
な
ど
の

整
備
支
援

販
売
力
等
強
化
事
業

・
農
業
に
資
す
る
新
商
品
の
開
発

及
び
販
売
に
要
す
る
支
援

・
集
落
営
農
組
織
へ
の
組
織
化
又

は
法
人
化
に
要
す
る
支
援

補
助
率
及
び
補
助
金
額

農
業
用
機
械
等
整
備
事
業

　

事
業
に
要
す
る
経
費
の
１
／
３

以
内
で
、
１
農
業
者
あ
た
り
１
０

０
万
円
（
認
定
農
業
者
・
集
落
営

農
組
織
は
２
０
０
万
円
）
を
限
度

と
し
ま
す
。

販
売
力
等
強
化
事
業

　

事
業
に
要
す
る
経
費
の
１
／
２

以
内
で
、
１
農
業
者
あ
た
り
10
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

受
付
期
間

11
月
10
日
㈭
～
12
月
15
日
㈭

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

　

農
地
転
用
な
ど
農
地
の
形
状
な

ど
を
変
更
す
る
場
合
は
、
次
の
手

続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
転
用
許
可
申
請

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓

地
な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

②
農
地
利
用
目
的
変
更
届

田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る

場
合

③
農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・

利
用
促
進
の
た
め
の
農
業
用
施

設
（
農
道
・
た
め
池
な
ど
）
や

２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
経
営
施

設
（
農
業
用
倉
庫
・
農
機
具
収

納
施
設
な
ど
）
に
転
用
す
る
場

合
※　

自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も

必
ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農

地
転
用
・
用
途
変
更
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、

農
地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、

完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

④
農
地
の
相
続
等
の
届
出
書

農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
場
合

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

　

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区

域
内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
本

庁
農
林
振
興
課
又
は
各
支
所
産
業

建
設
課
で
指
定
の
有
無
を
確
認
の

上
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年

２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

農
用
地
除
外
に
つ
い
て

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

自
治
体
提
携
ロ
ー
ン
の
紹
介

　

中
国
ろ
う
き
ん
で
は
、
市
と
提

携
し
た
ロ
ー
ン
を
取
扱
っ
て
い
ま

す
。
生
活
の
様
々
な
場
面
で
利
用

い
た
だ
け
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

使
い
み
ち　
本
人
又
は
同
居
の
親

族
の
医
療
・
介
護
・
教
育
・
住

宅
関
連
費
・
冠
婚
葬
祭
費

対
象　
浜
田
市
に
居
住
し
て
い
る

勤
労
者
で
、
前
年
税
込
年
収
１

５
０
万
円
以
上
、
勤
続
年
数
１

年
以
上
、
居
住
年
数
１
年
以
上

の
人

融
資
額　
最
高
２
０
０
万
円

利
率　
年
１・
７
６
％（
固
定
金
利
）

※　

利
率
は
平
成
28
年
４
月
１

日
現
在
で
す
。

返
済
期
間　
最
長
５
年
以
内

※　

教
育
資
金
の
場
合
は
、
在
学

期
間
を
限
度
と
し
て
４
年
以
内

の
元
金
据
置
期
間
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

返
済
期
間
は
最
長
９
年
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

返
済
方
法　
月
返
済
又
は
毎
月
・

ボ
ー
ナ
ス
併
用
返
済

保
証
料
率　
年
０
・
７
％
又
は
１
・

２
０
％　

問
い
合
わ
せ
先　

中
国
ろ
う
き
ん
浜
田
支
店

（
☎
�
０
４
３
１
）

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
確
定
申
告

を
す
る
人
は
、
電
子
証
明
書
が
付

い
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
又
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー(

個
人
番
号)

カ
ー

ド
が
必
要
で
す
。
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
付
い

た
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
発

産
業
・
地
域
活
性
化

農
業
マ
イ
ス
タ
ー
支
援
事
業

規
模
拡
大
を
目
指
す
農
業
者

を
支
援
し
ま
す
（
最
終
募
集
）

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届
出

及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

申
出
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

中
国
ろ
う
き
ん
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

税
務
・
納
税

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確
定
申
告

電
子
証
明
書
の
期
限
切
れ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

行
か
ら
３
年
間
で
す
。新
規
発
行
・

更
新
は
平
成
27
年
12
月
を
も
っ
て

終
了
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
定
申

告(
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ)

を
す
る
ま
で
に

有
効
期
限
が
切
れ
る
人
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
交
付
ま
で
、
お
お
む
ね

１
～
２
か
月
か
か
り
ま
す
。
確
定

申
告
に
間
に
合
う
よ
う
に
早
め
に

申
請
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

※　

カ
ー
ド
前
面
に
書
か
れ
て
い

る
有
効
期
限
は
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
も
の
で
電
子
証
明

書
の
有
効
期
限
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

税
を
考
え
る
週
間

テ
ー
マ　
く
ら
し
を
支
え
る
税

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日

か
ら
17
日
を「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/

浜
田
税
務
署
長
納
税
表
彰
式

　

納
税
思
想
の
高
揚
な
ど
に
貢
献

し
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。

日
時　
11
月
９
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会

議
室

租
税
作
品
合
同
表
彰
式

　

今
年
で
第
５
回
と
な
る
租
税
作

品
合
同
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
12
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階
ゆ

め
広
場

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
28
年
分
の
年
末
調
整
の
仕

方
、
法
定
調
書
・
給
与
支
払
報
告

書
の
記
載
と
提
出
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
地
域　
浜
田
市
全
域

日
時　
11
月
17
日
㈭

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー

ル
問
い
合
わ
せ
先　
浜
田
税
務
署

（
☎
�
０
３
６
０
）

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
11
月
17
日
㈭

受
付　
午
後
１
時
10
分
～
１
時
30

分
場
所　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
（
今
市

公
民
館
）

定
員　
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

旭
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉

係
（
☎
�
１
４
３
５
）　

虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
お
電
話
を

　

虐
待
か
ど
う
か
迷
う
場
合
で
も
、

子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
い
ち
早

く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
に
電
話
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど

も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に

悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
連
絡

は
、
匿
名
で
も
で
き
ま
す
。

相
談
窓
口

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
１
８
９
）

・
浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）

・
市
役
所
本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待　
た
た
く
・
け
る
・

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
・
や
け
ど
を

負
わ
せ
る
・
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

性
的
虐
待　
子
ど
も
へ
の
性
的
行

為
・
性
的
行
為
を
見
せ
る
・
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す

る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト　
閉
じ
込
め
る
・
食

事
を
与
え
な
い
・
ひ
ど
く
不
潔

に
す
る
・
自
動
車
の
中
に
放
置

す
る
・
重
い
病
気
に
な
っ
て
も

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

心
理
的
虐
待　
脅
し
・
無
視
・
兄

弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
・
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て

暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

　

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
か

ら
と
い
っ
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
と
、

赤
ち
ゃ
ん
の
脳
や
網
膜
に
損
傷
を

与
え
、重
い
障
が
い
が
残
っ
た
り
、

命
を
落
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま

な
い
と
き
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全

な
場
所
に
寝
か
せ
て
、
そ
の
場
を

少
し
の
間
離
れ
、
ま
ず
自
分
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

し
つ
け
の
つ
も
り
と
思
っ
て
も
…

　

保
護
者
が
「
し
つ
け
」
と
思
っ

て
い
て
も
、
子
ど
も
に
苦
痛
を
与

え
る
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
に
悪

影
響
を
与
え
る
場
合
は
虐
待
に
あ

た
り
ま
す
。
子
育
て
が
う
ま
く
い

か
な
い
と
き
に
は
、
保
健
師
や
保

育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
な
ど
の
先

生
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

子
育
て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す

毎
年
11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す
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　12月以降のがん検診の日程は、「平成28年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種
がん検診を、無料で受診することができます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

子宮頸がん検診（予約不要）
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒ
トパピローマウイルス）検査を無料で受け
ることができます。

【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成29年２月28日㈫まで
受託医療機関　江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院

（☎�００７１）

【検診車で受診する場合】
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

金
城11月１日㈫

9:00～ 9:30 波佐公民館（ときわ会館）
10:00～10:20 小国公民館（おぐに会館）
11:00～11:30 久佐公民館（くざ会館）
13:30～14:00 今福公民館（ふれあい会館）
14:30～14:50 小笹集会所

旭11月９日㈬

9:00～ 9:30 都川高齢者活動促進センター
10:00～10:20 市木生活改善センター
11:00～11:20 重富生活改善センター
11:40～12:00 木田生活改善センター
13:15～14:15 旭保健センター

胃がん検診（予約不要）　
対象　40歳以上

実施日 受付時間 会　場

浜
田

11月10日㈭
9:00～10:00 ラ・ペアーレ浜田

13:00～13:30 石原集会所
11月20日㈰ 8:30～11:00 市役所本庁（要予約）

三
隅

11月22日㈫ 9:00～11:00 三隅保健センター

11月29日㈫
8:30～ 9:30 海石集会所

10:30～11:00 市役所三隅支所
※　11月20日㈰の検診は、予約が必要です。環境保健
公社（☎�７４４２）に申し込んでください。

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は可能です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、和暦で隅数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　（☎�７７００）
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
平成29年２月28日㈫まで
毎週火・水（第３を除く）・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田11月28日㈪

9:30～11:30
周布公民館

13:00～15:30
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上で喫煙指数（１日の喫煙本
数×喫煙年数）が600以上の人

実施日 受付時間 会　場

浜
田

11月15日㈫

8:30～ 9:00 浜田保健所
9:30～10:00 国府公民館
13:00～13:20 美川公民館
13:50～14:20 周布公民館
14:50～15:20 長浜公民館

11月20日㈰ 8:00～10:00 市役所本庁第２東分庁舎

金
城

11月16日㈬

9:00～ 9:20 ふれあいジムかなぎ
9:50～10:10 美又公民館（みまた会館）
10:40～11:10 久佐公民館（くざ会館）
13:00～13:20 今福公民館（ふれあい会館）
13:50～14:10 小笹集会所

11月18日㈮
10:40～11:00 小国公民館（おぐに会館）
11:20～11:45 波佐公民館（ときわ会館）

旭11月18日㈮

7:30～ 8:00 旭保健センター
8:15～ 8:25 木田生活改善センター
8:40～ 8:50 重富生活改善センター
9:20～ 9:30 市木生活改善センター
9:45～10:00 都川高齢者活動促進センター

三
隅

11月21日㈪

9:00～ 9:20 三保公民館
10:00～10:20 みのり会館
10:50～11:10 市役所三隅支所
11:30～11:50 岡見公民館
13:30～13:50 黒沢公民館
14:10～14:30 白砂公民館

11月22日㈫
8:30～10:00 三隅保健センター
13:00～13:15 岡見漁業振興会館
13:30～13:45 海石集会所

11月各種がん検診の日程 健
康
・
福
祉
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ロコモって何？
　ロコモとは、ロコモティブシンドロームの略
称で、和名では運動器症候群と呼ばれています。
　運動器（筋肉・骨・関節など）に障がいが起
こり、「立つ」「歩く」といった機能が低下して
いる状態のことをいいます。
原因となる病気
・骨粗鬆症や骨折・変形性関節症・脊柱管狭窄
症・筋力の低下　など
※　骨と筋肉の量は、一般的に20～30歳代がピ

ークと言われています。「ロコモ」又は「ロ
コモのおそれがある人」は、70歳以上では95％
以上の人が当てはまると言われています。

予防・対策　
①運動習慣
　運動するのが難しい人は家事や通勤などのい
つもの動作の中で10分多く身体を動かすよう意
識しましょう。

②バランスのよい食事
　筋肉や骨を作るために必要なタンパク質や乳
製品、ビタミンを摂るように心がけましょう。
ロコモのチェックをしてみましょう。（１つで
も当てはまればロコモの可能性があります）
□片足立ちで靴下が履けない
□家の中でつまずいたりする
□階段を上がるのに手すりが必要である
□やや重い家事（掃除機がけ・布団の上げ下ろ

しなど）が困難である
□２kg程度（１ℓの牛乳パック２個程度）の買

い物をして持ち帰るのが困難である
□15分ぐらい続けて歩くことができない
□横断歩道を青信号で渡りきれない
　要介護の３大要因はメタボ・ロコモ・認知症
と言われています。健康寿命を伸ばすため、い
つまでも自分の力で歩けるよう、できることか
ら取り組んでいきましょう。

各自治区検診日程（容器配布）
容器配布日 受付時間 会場

金
城

11月29日㈫

 9:00～ 9:30 美又公民館（みまた会館）
10:30～11:00 久佐公民館（くざ会館）
13:30～14:00 かたらいの家
15:00～15:30 小笹集会所

11月30日㈬
 9:30～10:00 波佐公民館（ときわ会館）
11:00～11:30 小国公民館（おぐに会館）
13:30～14:00 今福公民館（ふれあい会館）

12月１日㈭  9:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課
旭 11月16日㈬  9:00～17:00 市役所旭支所市民福祉課
弥
栄

11月18日㈮  9:00～11:30 市役所弥栄支所市民福祉課
11月22日㈫  9:00～11:30 弥栄老人福祉センター

三
隅

11月７日㈪  9:00～17:00 市役所三隅支所市民福祉課

11月８日㈫

 9:00～10:00 松原集会所
10:30～11:00 中組集会所
11:30～12:00 谷集会所
13:30～14:00 黒沢公民館

11月９日㈬

 9:00～10:00 海石集会所
10:30～11:00 白砂公民館
13:30～14:00 上室谷集会所
14:30～15:00 下室谷集会所

11月10日㈭  9:00～ 9:30 みのり会館
10:00～10:30 市場集会所

11月11日㈮  9:00～12:00 三隅保健センター
13:30～17:00 市役所三隅支所市民福祉課

11月14日㈪  9:00～10:00 三保公民館
11:00～12:00 岡見公民館

※　浜田自治区の検診日程は、「広報はまだ」１月号に掲
載します。

問い合わせ先　各支所市民福祉課

　近年、食生活の欧米化などにより大腸がんが増
加しています。この機会に検診を受けましょう。
対象者　40歳以上（浜田市に住民票がある人）
※　今年度、脳・人間・巡回人間ドック、集団健

診、職場健診などで大腸がん検診を受診された
人は、重ねて受けないようにしてください。

受診料　無料
検診方法及び日時　郵送法となります。次の流れ

を確認し、間違いのないようにお願いします。

①　検診会場で容器を配布します（各自治
区検診日程を確認してください）。

※　大腸がん検診受診票を持っている人
は、受診票に必要事項を記入の上、検診
会場へ持参してください。受診票は、会
場にも準備しています。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて検査機関へ送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、２～３
週間で受診者へ送付されます。

浜　田　市
検診の流れ

受　診　者

検　査　機　関

（本庁健康長寿課）

大腸がん検診を受けましょう

健 康 コラムコラム ロコモ予防で介護予防
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特
別
障
害
者
手
当

対
象　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上

の
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
人

（
た
だ
し
、
病
院
に
継
続
し
て

３
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
場

合
は
除
く
。）

支
給
月
額　
２
６
、
８
３
０
円

支
給
月　

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

障
害
児
福
祉
手
当

対
象　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅

生
活
を
し
て
い
る
人（
た
だ
し
、

障
が
い
を
理
由
と
し
た
公
的
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
は
除
く
。）

支
給
月
額　
１
４
、
６
０
０
円　

支
給
月　

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

（
た
だ
し
、児
童
が
施
設
に
入
所

し
て
い
る
場
合
や
、障
が
い
を
理

由
と
し
た
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
除
く
。）

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場に用意しています。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成28

年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。
・市役所本庁１階地域医療対策課10番窓口及び各支

所市民福祉課・各公民館にもあります。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できる
ような服装で受診してください。

問い合わせ先
・本庁地域医療対策課保健予防係

（☎�９３１１）
・各支所市民福祉課

【　浜　田　】
日 時間 会　場 日 時間 会　場 日 時間 会　場

１
日
㈫

10:00～10:10 大麻公民館

４
日
㈮

9:00～ 9:10 後野８町内公民館

10
日
㈭

13:30～13:40 桜ケ丘警察官宿舎横
10:30～10:40 陽光台集会所 9:25～ 9:35 後野４町内公民館 13:55～14:05 ホワイト急便神在坂店前
11:00～11:10 ＪＦしまね浜田支所津摩出張所  9:50～10:00 石見公民館佐野分館 14:15～14:25 長沢２町内児童館
11:30～11:40 門田地区公民館 10:15～10:25 石見公民館宇津井分館 14:35～14:50 二反田団地集会所
13:00～13:15 周布公民館 10:45～10:55 河内集会所 15:00～15:15 生湯町４町内会集会所
13:25～13:35 日脚児童館 11:10～11:30 ラ・ペアーレ浜田 15:25～15:35 生湯町３町内公民館
13:45～13:55 長浜商港会館 13:00～13:15 浜田ビューティーカレッジ 15:45～15:55 めさまし食堂看板前
14:05～14:15 長浜公民館 13:25～13:40 緑ヶ丘相談室

14
日
㈪

 8:30～ 9:00 浜田公民館
14:25～14:35 柴田畳店前 13:50～14:05 県営住宅黒川団地

４の３町内集会所
 9:15～ 9:35 紺屋町ふれあい広場

２
日
㈬

9:00～ 9:10 長見町２町内公民館  9:50～10:20 琵琶町集会所
9:20～ 9:30 石見公民館長見分館 14:15～14:25 靴のまつむら駐車場 10:35～10:55 医師会館前

10:00～10:10 西岡公民館

９
日
㈬

9:00～ 9:10 福井集会所 11:10～11:40 俵薬局前（蛭子町）
10:20～10:30 石見公民館細谷分館 9:20～ 9:30 小福井団地集会所 13:00～13:15 瀬戸見文化センター
10:45～10:55 三階町東岡公民館 9:40～10:00 石原集会所 13:30～14:00 浜田保健所
11:10～11:20 三階町５町内公民館 10:10～10:20 松本克己様宅前（内田町） 14:55～15:05 環境保健公社
13:00～13:10 野原２町内公民館 10:30～10:40 美川公民館 15:20～15:30 笠柄３町内集会所前
13:20～13:30 総合福祉センター 10:50～11:00 一の瀬集会所 15:45～15:55 浜田浄化センター前
13:40～13:50 竹迫４町内集会所 11:10～11:20 草森勝美様宅前（鍋石町） 16:10～ 16:20 内職市場青川倉庫
14:10～14:40 石見公民館 13:00～13:10 櫟田原公民館

13:20～13:30 田橋上町内集会所
13:40～13:50 美川公民館西分館

14:00～14:10 三浦和人様宅前
（内村町牛谷公民館横）

【　旭　】
日 時間 会　場 日 時間 会　場 日 時間 会　場

10
日
㈭

9:00～ 9:10 丸原寺廻り集会所

11
日
㈮

9:00～  9:10 本郷生活改善センター 11
日
㈮

13:20～ 13:30 都川高齢者活動促進センター
9:20～ 9:30 丸原センター 9:25～  9:35 戸川生活改善センター 13:40～ 13:50 西都川集会所
9:45～ 9:55 しろつの生活センター 9:50～ 10:00 岩畳生活改善センター 14:10～ 14:20 坂本構造改善センター

10:10～10:20 木田生活改善センター 10:15～ 10:30 越木多目的集会所
10:40～10:50 重富生活改善センター 10:50～ 11:00 来尾集会所
11:10～11:20 和田生活改善センター 11:20～ 11:40 早水生活改善センター
11:40～12:00 旭保健センター 13:00～ 13:10 東都川集会所

ご
存
知
で
す
か
？

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

11月結核レントゲン検診の日程
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

支
給
月
額

１
級　

５
１
、
５
０
０
円　

２
級　

３
４
、
３
０
０
円

支
給
月　
４
月
・
８
月
・
11
月

※　

障
が
い
の
程
度
が
手
当
の
対

象
に
な
る
か
は
、
医
師
が
証
明

し
た
指
定
の
診
断
書
を
も
と
に

判
定
を
行
い
ま
す
。

※　

本
人
・
配
偶
者
又
は
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

※　

障
が
い
の
程
度
・
所
得
制
限
・

手
続
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

　

給
付
金
の
支
給
対
象
者
と
思
わ

れ
る
人
に
は
、
９
月
上
旬
に
平
成

28
年
度
市
民
税
非
課
税
の
お
知
ら

せ
に
併
せ
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金

の
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
給
す
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
書
に
記
載
の

対
象
者
が
給
付
金
を
受
け
る
資
格

を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
（
切
手
不
要
）

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
が
お
手
元
に
届

か
な
い
人
で
、
自
身
が
支
給
対
象

と
思
わ
れ
る
人
は
、
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

ど
）
を
持
参
の
上
、
窓
口
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

　

平
成
28
年
１
月
１
日
に
お
い
て

浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
次
の

条
件
を
満
た
す
人
（
た
だ
し
、
生

活
保
護
受
給
者
は
除
く
。）

・
平
成
28
年
度
の
市
民
税
が
非
課

税
の
人

・
平
成
28
年
度
の
市
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
な

ど
に
な
っ
て
い
な
い
人

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28

年
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
又
は

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
（
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
３
万

円
）
を
受
給
し
た
人
は
除
く
。）

支
給
額

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

１
人
に
つ
き
３
千
円

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給

付
金１

人
に
つ
き
３
万
円

申
請
締
切
日　
12
月
１
日
㈭

給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

・
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
の
現
金
自
動
預

け
払
い
機
）
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
や
、
臨
時
福
祉
給
付

金
の
給
付
の
た
め
、
手
数
料
な

ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
１
階
⑦
番
窓
口
地
域
福
祉

課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
１
８
１
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

と
、
い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
自
身

の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ

ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

※　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

　

11
月
12
日
㈯
か
ら
25
日
㈮
ま
で

の
２
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら

振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

身
体
的
暴
力
に
限
ら
ず
、
精
神
的

暴
力
・
経
済
的
暴
力
・
性
的
暴
力
・

社
会
的
暴
力
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暴

力
が
含
ま
れ
ま
す
。
ど
ん
な
形
で

も
、
暴
力
は
相
手
の
尊
厳
を
傷
つ

け
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
と

と
も
に
子
ど
も
に
も
深
刻
な
影
響

を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
な
ど
若
い
カ
ッ
プ

ル
間
で
起
き
る
Ｄ
Ｖ
を
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
と
い
い
、
若
年
層
へ
の
啓
発
活

動
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
者
を
な
く
し
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
し
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
が
Ｄ
Ｖ
を
正
し
く
理
解
し
、

Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
受
け
た
ら･･･

　

話
を
聞
き
、
相
談
窓
口
で
相
談

す
る
事
を
助
言
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

Ｄ
Ｖ
か
な
と
思
っ
た
ら･･･

　

相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま

す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談
窓

口
（
☎
�
３
４
３
４
）

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
障
害
・

遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

保
険
・
医
療
・
年
金

11
月
30
日
は
年
金
の
日
で
す

人
権

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
犯
罪
で
す
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子

育

て
　冬が近づいてきましたが、皆さんはいかが
お過ごしでしょうか。
　この時期は、あちこちで収穫を祝うととも
に、来年以降の豊作を祈る祭りが行われると
思います。ベトナムも昔から稲作農耕を基盤
とする文化があり、様々な祭りが開かれます。
北部の紅河デルタや南部のメコンデルタは、
ベトナム国内における米の生産量が一番多く、
１年の間に栽培と収穫を３回も行うことがあ
ります。
　ベトナムでも日本と同様に、米の成長過程
に合わせて、種・苗・籾・米といった具合に
呼び方が変わります。また、「もち米」や「う
るち米」もベトナム人にとってなじみ深いお
米です。もち米はお正月に欠かせず、ちまき・
おこわ・団子などベトナムのごちそうに使わ
れます。逆にうるち米は日々の主食として、
ライスペーパーや様々な麺類に使われていま
す。このように米は、ベトナムの食文化にお
いて大事な役割を担っています。また、米は
たくさんの工程を経て、農家の力・工夫によっ

て作られます。そのため、米粒はお天道様か
らいただいた真珠と思われており、一粒でも
無駄にしてはいけません。「お天道様の恵みを
無駄にすると10世代の間、子孫は食べ物がな
くなる」という教訓が親から子へ継がれます。
このような考え方は日本も同じだと思います。
　ところで、ベトナムでは親戚や知り合いに
対し、「もうご飯を食べましたか（アン コム 
チューア）」というあいさつがあります。食事
の時間が近づいたときによく使われる表現で
す。これは軽いあいさつの一つであり、「ちゃ
んとご飯を食べたかな」「食事に誘われてい
るかな」という意味ではありません。もし、
皆さんがベトナム人にこのようなあいさつを
受けたとき、戸惑わずに、「もう食べた（ロイ）」、
又は「まだ（チューア）」と返してください。
　同じ米の文化でも、共通点があれば、相違
点もあります。そのため、多文化共生の中で
違う文化を理解する面白さを感じます。私は
浜田の収穫祭など、秋のお祭りを楽しみにし
ています。皆さんはどうですか？

対
象　
市
内
の
高
等
学
校
へ
定
期

券
を
使
用
し
て
通
学
す
る
生
徒

の
保
護
者

条
件　
保
護
者
・
生
徒
の
両
方
が

市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

補
助
金
額　

【
往
復
定
期
券
の
場
合
】

１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か

ら
お
お
む
ね
１
５
、
０
０
０
円

を
差
し
引
い
た
額

【
片
道
定
期
券
の
場
合
】

１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か

ら
お
お
む
ね
８
、
２
５
０
円
を

差
し
引
い
た
額

申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
在
学
を
証
明
す
る
書
類
（
学
生

証
の
写
し
・
在
学
証
明
書
な
ど
）

・
通
学
定
期
券
の
写
し

・
印
鑑
（
申
請
者
の
も
の
）

※　

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
申
請
先
に
も
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間　
定
期
券
の
購
入
年
度

内
で
あ
れ
ば
随
時
申
請
で
き
ま

す
。

※　

今
年
度
購
入
し
た
定
期
券
で

あ
れ
ば
、
有
効
期
限
の
切
れ
た

も
の
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

交
通
学
校
支
援
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

・
各
支
所
防
災
自
治
課

　

11
月
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強

調
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
は
じ

め
、
い
じ
め
の
問
題
や
児
童
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る

事
件
の
多
発
や
、
フ
リ
ー
タ
ー
や

ニ
ー
ト
の
若
者
の
数
が
多
い
状
態

が
続
き
、困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・

若
者
の
問
題
は
依
然
と
し
て
深
刻

で
す
。

　

こ
の
機
会
に
家
庭
や
学
校
、
地

域
社
会
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
支

援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

米文化のベトナム
国際交流員コラム

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

通
学
定
期
券
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す

ニュン グエン ティー ゴク
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弥栄中学校

浜田美都線

位置図

売却物件売却物件

杵束
公民館

至浜田至浜田

まちかど
伝言板

【
浜
田
土
建
㈱
募
集
分
】

市
営
住
宅

募
集
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
10
日
㈭

募
集
住
宅　
市
営
住
宅
（
金
城
・
旭
・

三
隅
・
弥
栄
）

抽
選
日　
11
月
下
旬

入
居
時
期　
12
月
初
旬

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
期
間　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
住
宅　
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

（
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・
金
城
）

問　
浜
田
土
建
㈱

　

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.jp/

【
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
募
集
分
】

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

募
集
期
間　
11
月
16
日
㈬
～
30
日
㈬

抽
選
日　
12
月
下
旬

入
居
時
期　
平
成
29
年
１
月
中
旬

問　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な

い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け
付

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

次
の
市
有
財
産
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

入
札
参
加
申
込
期
間

11
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬
必
着

入
札
日
時

12
月
16
日
㈮　

午
後
３
時

入
札
会
場

市
役
所
本
庁
地
階
会
議
室

参
加
資
格

⑴　

申
請
者
（
入
札
参
加
者
）
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個
人
又

は
法
人
と
し
ま
す
。

※　

２
人
以
上
の
連
名
（
共
有
）
で

の
申
請
も
で
き
ま
す
。

⑵　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

①
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

②
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条

の
４
に
規
定
す
る
制
限
を
受
け
る

人
③
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
３
の

規
定
に
該
当
す
る
人

④
役
員
な
ど
（
入
札
参
加
者
が
個
人

で
あ
る
場
合
は
そ
の
人
、
入
札
参

加
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
役
員

又
は
支
店
・
事
務
所
の
代
表
者
）

が
暴
力
団
対
策
法
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
あ
る
人

⑤
暴
力
団
な
ど
が
経
営
に
実
質
的
に

関
与
し
て
い
る
人

⑥
役
員
な
ど
が
自
己
・
自
社
又
は
第

三
者
の
不
正
の
利
益
を
図
る
目
的

や
、
第
三
者
に
損
害
を
加
え
る
目

的
で
、
暴
力
団
な
ど
を
利
用
し
て

い
る
人

⑦
役
員
な
ど
が
暴
力
団
な
ど
に
対
し

て
資
金
を
供
給
し
た
り
便
宜
を
供

与
し
た
り
す
る
な
ど
、
直
接
的
あ

る
い
は
積
極
的
に
暴
力
団
の
維

持
・
運
営
に
協
力
し
、
又
は
関
与

し
て
い
る
人

⑧
役
員
な
ど
が
、
暴
力
団
な
ど
と
社

会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を

有
し
て
い
る
人

留
意
事
項

・
入
札
事
前
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
な
り
ま

す
。
売
却
物
件
の
事
前
確
認
は
、

入
札
参
加
者
の
責
任
に
お
い
て
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず

申
込
期
間
内
に
入
札
参
加
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
参
加
申
込
書
・
入
札
参
加
に

あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
・
そ
の
ほ

か
入
札
参
加
に
必
要
な
用
紙
は
本

庁
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

申
・
問

物
件
に
関
す
る
こ
と

・
本
庁
行
財
政
改
革
推
進
課
管
財
係

（
☎
�
９
１
４
０
）

・
弥
栄
支
所
防
災
自
治
課
庶
務
係

（
☎
�
２
１
１
１
）

入
札
に
関
す
る
こ
と

・
本
庁
総
務
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

売却物件（土地・建物）
物件番号
物件名 所在地 地番・地目

構造など
地積
床面積

最低売却
価格

H28-1
旧災害公営

住宅

弥栄町 
木都賀

イ1096番11 宅地 241.60㎡

518,000円
木造かわらぶき平家建
昭和59年建築
用途：居宅
家屋番号：イ1096番11

74.72㎡

日　
11
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
国
府
出
張

所
前

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）
「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

募

集

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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募集場所
（62.44㎡）

浜田駅舎２階平面図

くすりのファミリア
エスカレーター

自
由
通
路

階段

外
階
段

供
用
通
路

エスカレーター

が
ん
治
療
体
験
者
で
あ
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
が
“
同
じ
立
場
”
で
話
を

伺
い
ま
す
。「
同
じ
経
験
を
し
た
人

と
話
を
し
て
み
た
い
」「
不
安
な
気

持
ち
を
聞
い
て
ほ
し
い
」、
そ
の
よ

う
な
患
者
・
家
族
の
人
な
ど
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
９
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
料　
無
料

※　

事
前
に
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

松
江
地
方
法
務
局
及
び
島
根
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
14

日
㈪
か
ら
20
日
㈰
ま
で
の
７
日
間

を
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
設
定
し
、

相
談
時
間
を
延
長
し
て
電
話
相
談
を

行
い
ま
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
行

為
や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
、
周
り

で
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き
し
た

と
い
う
人
は
、
気
軽
に
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

日　
11
月
14
日
㈪
～
20
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
土
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

料　
無
料

問　
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日　
11
月
５
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場　
国
府
公
民
館

料　
無
料

問　
島
根
県
行
政
書
士
会
浜
田
支
部

原
田
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
１
３
４
３
）

　

店
舗
、
事
務
所
な
ど
営
利
活
動
の

ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
会
議
室
と

し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
浜
田

駅
に
直
結
し
、
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

と
も
連
絡
通
路
で
結
ば
れ
て
い
ま

す
。周
辺
は
、鉄
道
の
ほ
か
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
、
そ
し
て
駅
北
商
店

街
や
銀
天
街
な
ど
の
商
業
エ
リ
ア
が

あ
り
、
１
日
あ
た
り
約
２
千
人
の
利

用
者
が
あ
り
ま
す
。

施
設
場
所　
浜
田
駅
舎
２
階
（
浅
井

町
７
７
７
番
地
１
）

使
用
面
積　
62
・
44
㎡

・
電
気
・
水
道
・
通
信
設
備
を
完
備

し
て
い
ま
す
。

・
浜
田
駅
の
施
設
と
し
て
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
及
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

が
あ
り
ま
す
。

・
ト
イ
レ
は
１
階
市
民
サ
ロ
ン
横
に

あ
り
ま
す
。（
島
根
県
子
育
て
支

援
施
設
：
赤
ち
ゃ
ん
ホ
ッ
ト
ル
ー

ム
認
定
）

・
午
前
７
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
使

用
で
き
ま
す
。

料　
月
額
１
㎡
あ
た
り
２
、１
６
０
円

※　

使
用
面
積
に
１
㎡
未
満
の
端
数

が
生
じ
た
と
き
は
、
１
㎡
と
し
て

使
用
料
を
計
算
し
ま
す
。

※　

使
用
料
の
額
に
１
０
０
円
未

満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、

１
０
０
円
と
し
ま
す
。

注
意
事
項　
電
気
・
水
道
・
通
信
料

は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
本
庁
維
持
管
理

課
に
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
維
持
管
理
課
管
理
第

一
係
（
☎
�
９
６
２
０
）

日　
平
成
29
年
１
月
15
日
㈰

ス
タ
ー
ト　
午
前
11
時
30
分

場　
第
四
中
学
校
校
庭
ス
タ
ー
ト
～

第
四
中
学
校
校
庭
ゴ
ー
ル

参
加
区
分　
男
子
１
部
＝
中
学
生
・

２
部
＝
高
校
生
・
３
部
＝
職
域（
同

一
職
場
で
構
成
）・
４
部
＝
同
好

会女
子
１
部
＝
中
学
生
・
２
部
＝
高

校
生
・
３
部
＝
一
般

チ
ー
ム
編
成　
監
督
１
人
・
選
手
５

人
・
補
員
２
人

※　

小
学
生
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

料　
１
チ
ー
ム
７
、
０
０
０
円

（
中
学
生
・
高
校
生
チ
ー
ム
は
３
、

０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
12
月
20
日
㈫
必
着

申
込
方
法　
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
参
加

料
を
郵
便
振
替
で
締
切
日
ま
で
に

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
口
座
番

号
０
１
３
６
０
‐
５
‐
７
２
９
４

５
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
）。

http://ham
adarikujyou.sakura.

ne.jp/

問　
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

斎
藤
博
之
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
７

８
９
２
‐
４
２
０
８
）

申
・
問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
７
０
９
６
）

相

談

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
相
談
会

行
政
書
士
無
料
相
談
会

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

電
話
相
談

浜
田
駅
舎
２
階

物
販
施
設
使
用
者

浜
田
市
駅
伝
競
走
大
会

出
場
チ
ー
ム
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対
象　
防
火
管
理
義
務
対
象
物
に
居

住
又
は
勤
務
す
る
人
で
、
新
た
に

防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
る
予
定

の
人
又
は
資
格
取
得
を
希
望
す
る

人
日　
12
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

定　
先
着
60
人

料　
６
、
５
０
０
円

申
込
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
直
接

持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
日
本
防
火
・
防

災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
消
防
本
部

予
防
課
及
び
各
出
張
所
に
も
あ
り

ま
す
。

申
・
問

・
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
７
２
５
５
・

▢FAX
０
８
５
２
�
７
２
９
１
）

http://w
w
w
.syoubounet.jp/

shim
ane/

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会
（
☎
０
３

‐
３
５
９
１
‐
７
１
２
１
・
▢FAX

０
３
‐
３
５
９
１
‐
７
１
３
０
）

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

　

保
育
現
場
へ
の
復
職
に
役
立
つ
知

識
や
技
術
を
学
び
直
す
こ
と
が
で
き

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
保
育
士
（
保
母
）
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
で
現
在
は
保
育
士

と
し
て
勤
め
て
い
な
い
人
、
又
は

保
育
士
資
格
取
得
見
込
み
の
卒
業

年
次
の
学
生

日　
11
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲（
出
雲
市
）

定　
30
人

料　
無
料

※　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
５
７
）

山
陰
浜
田
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

魚
の
さ
ば
き
方
の
基
礎
か
ら
始
め
、

魚
を
使
っ
た
各
種
料
理
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日　・
第
３
回　

11
月
17
日
㈭　

　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

・
第
４
回　

12
月
１
日
㈭

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん
（
管
理
栄
養

士
）

定　
各
回
先
着
16
人

料　
各
回
５
０
０
円

申
込
開
始
日　
11
月
７
日
㈪
～

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
市
水
産
業
振

興
協
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
水
産
振
興
課
内　

浜

田
市
水
産
業
振
興
協
会
【
〒
６
９

７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１

番
地
（
☎
�
９
５
２
０
・
▢ＦＡＸ
�
３

７
０
１
）】

　

運
動
機
能
を
高
め
、
活
動
的
で
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
な
ど
の

運
動
機
能
が
低
下
傾
向
に
あ
る
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳

以
上
の
浜
田
市
民
で
、
３
か
月
間

継
続
し
て
参
加
で
き
る
人

内
容　
体
力
測
定
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
・
機
器
を
使
用
し
た
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ほ
か

①
ピ
ン
シ
ャ
ン
！
ら
く
ら
く
筋
ト
レ

教
室

日　
平
成
29
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
毎
週
木
曜
日　

　

午
前
９
時
15
分
～
10
時
45
分

場　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

定　
10
人
程
度

②
運
動
機
能
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

日　
平
成
29
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
毎
週
金
曜
日

　

午
前
９
時
15
分
～
10
時
45
分

場　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

定　
10
人
程
度

③
高
齢
者
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
室

日　
平
成
29
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
毎
週
水
・
金
曜
日

　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場　
ア
ク
ア
み
す
み

定　
10
人
程
度

共
通

料　
１
、
０
０
０
円
程
度
（
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
料
）

申
込
締
切
日　
11
月
30
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

問
診
な
ど
で
身
体
状
況
を
確
認

し
ま
す
。
身
体
状
況
・
教
室
の
定

員
な
ど
に
よ
り
、
お
断
り
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問

①
・
②　
本
庁
健
康
長
寿
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
１
２
１
）

③　
三
隅
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係
（
☎
�
２
８
０
６
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

保
育
士（
再
）就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

Ｈ
Ｕ
Ｇ
！
く
む
セ
ミ
ナ
ー

資
格
・
試
験

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

教
室
・
講
座

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

高
齢
者
運
動
機
能
向
上
教
室
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浜田市国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座・イベント 日時 場所 定員 料金 申込締切日

ニュンの
ベトナム語講座Ⅲ

11月14日・21日・12月５日・12日・19日・
平成29年１月16日・２月６日・13日・20日・
27日（各月曜日）　午後７時～８時30分

浜田公民館 15人 会員   1,000円
非会員 2,000円 11月11日㈮

※　前回７月開始の講座で使用したテキストを持ってない方はテキスト代1,500円程度が別途必要です。
ニュンの
ベトナム語講座
One point lesson

11月22日・12月13日・20日・
平成29年１月17日・２月７日・14日・21日・
28日（各火曜日）　午後１時30分～３時

浜田公民館 15人 会員     800円
非会員 1,600円 11月18日㈮

于清の中国文化講座
～我们结婚啦～

（私たち結婚しました。）
11月25日㈮
午後７時～８時30分 浜田公民館 15人 無料 11月22日㈫

中国料理教室
于清と一緒に餃子
を作りましょう

12月３日㈯
午前９時30分～午後０時30分 石見公民館 15人

会員 250円 非会員 500円
小・中学生 250円
未就学児　無料

12月１日㈭

日本語ボランティ
ア研修会

11月19日㈯
午前10時～午後４時

いわみーる
402研修室 40人 500円（資料代） 11月11日㈮

講師　澤田幸子さん（海外産業人材育成協会関西研修センター日本語講師）

クリスマス交流会
12月10日㈯
午前10時～正午

健康増進
センター
すまいる

30人 100円 12月７日㈬
対象　小学生

申込方法　電話で申し込んでください。　　　　　　　　　申込み・問い合わせ　浜田国際交流協会（☎�１２４１）

日
ご
ろ
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
古

典
芸
能
「
能
」
の
台
本
に
つ
い
て
、

登
場
人
物
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
楽
し
み

方
の
解
説
を
交
え
て
読
む
会
で
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
人
気
の
高
か
っ

た
曲
を
再
登
場
さ
せ
ま
す
。
前
半
で

は
身
近
な
能
の
魅
力
を
伝
え
る
ミ
ニ

講
座
を
設
け
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷　

　

午
後
１
時
15
分
～
２
時
45
分

場　
島
根
県
立
大
学　

中
講
義
室
３

料　
無
料

※　

謡
本
を
お
持
ち
の
人
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問　
観
世
流
青
謳
会　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
９
‐
１
９

７
１
）

　

幅
広
い
学
習
活
動
と
仲
間
づ
く
り

を
と
お
し
て
、
シ
ニ
ア
世
代
の
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る

「
く
に
び
き
学
園
」
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
４
日
㈮
・
15
日
㈫
・
12
月

16
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
45
分
～

場　
い
わ
み
ー
る

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

開
催
要
項
・
チ
ラ
シ
・
申
込
書

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.fukushi-shim

ane.
or.jp/kunibiki/

申
・
問　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

石
見
支
所
（
☎
�
９
３
３
６
・
▢ＦＡＸ

�
９
３
４
１
）

テ
イ
チ
ク
吟
詠
協
会
山
陰
本
部
専
属

・
準
専
属
吟
詠
剣
詩
舞
道
発
表
会

テ
イ
チ
ク
吟
詠
協
会
山
陰
本
部
に

所
属
す
る
専
属
吟
士
14
人
、
準
専
属

吟
士
39
人
が
独
吟
を
発
表
し
ま
す
。

日　
11
月
６
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
島
根
県
立
大
学　

講
堂

料　
無
料

問　
公
道
流
吟
道
島
根
県
吟
詠
連
盟

岡
田
和
子
さ
ん（
☎
�
３
３
７
７
）

山
光
会
（
石
見
地
区
）
展
覧
会

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
描
い
た
絵
画

の
展
覧
会
で
す
。
30
～
１
０
０
号
の

大
作
と
小
品
を
展
示
し
ま
す
。

日　
11
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
27
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

わ
た
の
里
も
こ
も
こ
の
皆
さ
ん
が

育
て
た
「
わ
た
の
実
」
と
、
サ
ン
キ

ラ
イ
・
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
モ
ミ
ジ
バ
フ

ウ
・
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
な
ど
の
「
木
の

実
」
や
シ
ロ
タ
エ
ギ
ク
な
ど
の
葉
を

使
っ
て
ミ
ニ
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

日　
12
月
４
日
㈰

１
回
目　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

２
回
目　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

場　
ア
ク
ア
ス
入
口
手
前
観
光
情
報

コ
ー
ナ
ー

定　
各
回
15
人

料　
１
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
25
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
６
０
０
）

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会

古
典
の
謡
み
聞
か
せ
特
別
編

　
「
能
楽
体
感
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

シ
マ
ネ
ス
ク
く
に
び
き
学
園

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

石
見
海
浜
公
園

ク
ラ
フ
ト
教
室
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料　
無
料

問　
東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会
（
石

見
部
）
金
本
裕
行
さ
ん

（
☎
０
８
５
６
�
６
４
４
６
）

華
道
家
元
池
坊
浜
田
支
部　
花
展

「
晩
秋
に
心
を
よ
せ
る
花
の
和
」

を
テ
ー
マ
に
花
展
を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
27
日
㈰
・
28
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
28
日
㈪
は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
華
道
家
元
池
坊
浜
田
支
部

　

浜
松
妙
子
さ
ん
（
☎
�
０
３
４
５
）

人
権
平
和
講
演
会
「
笑
い
で
世
界
が

つ
な
が
ろ
う
！
」

　
「
国
境
な
き
芸
能
団
」
と
し
て
世

界
各
国
に
落
語
で
笑
い
を
届
け
て
き

た
鶴
笑
さ
ん
の
、
支
援
活
動
を
と
お

し
た
お
話
と
落
語
で
、「
笑
い
」
の

力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生
以
上

日　
11
月
６
日
㈰

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

定　
２
０
０
人

料　
３
０
０
円

※　

親
子
２
人
の
場
合
は
５
０
０
円

で
す
。

「
パ
ペ
ッ
ト
落
語
」
公
演

パ
ペ
ッ
ト
を
使
っ
た
、
子
ど
も
に

も
視
覚
的
に
楽
し
め
る
落
語
で
す
。

世
界
33
か
国
・
83
都
市
で
上
演
し
、

世
界
を
笑
わ
せ
た
型
破
り
の
ス
テ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　
４
歳
以
上

日　
12
月
10
日
㈯　

午
後
６
時
～

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料　
３
、
９
０
０
円

共
通

※　

会
員
は
無
料
で
す
。

問　
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ＩＮ
島
根
を
開
催
し
ま
す
。
毎

年
11
月
は
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間

で
す
。

日　
11
月
12
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

基
調
講
演　
生
き
た
か
っ
た
…
力
尽

き
た
愛
し
い
命

講
師　
佃

つ
く
だ

祐さ
ち

世よ

さ
ん
（
弁
護
士
）

事
例
報
告　
長
谷
川
和
子
さ
ん

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

料　
無
料

　

は
ま
よ
う
ま
つ
り
を
、
今
年
も
盛

大
に
開
催
し
ま
す
。

　

午
前
は
各
学
部
の
学
習
発
表
会
、

午
後
は
作
業
学
習
製
品
の
販
売
（
水

産
加
工
品
・
木
工
製
品
・
手
芸
品
・

陶
芸
品
・
野
菜
・
草
花
・
焼
菓
子
な

ど
）・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
催
し
物
・
福
祉
事

業
所
製
品
の
販
売
・
神
楽
部
よ
る「
大

蛇
」
上
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。
児
童

生
徒
の
作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
12
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場　
浜
田
養
護
学
校

問　
浜
田
養
護
学
校

（
☎
�
２
２
０
０
）

地
元
特
産
品
販
売
、
公
民
館
や
各

種
団
体
の
展
示
の
ほ
か
、
郷
土
芸
能

や
ダ
ン
ス
、
小
中
学
校
の
参
加
、
の

ど
自
慢
大
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ
に
ち
な
ん
だ
浜
田

高
校
書
道
部
と
益
田
翔
陽
高
校
書

道
同
好
会
コ
ラ
ボ
に
よ
る
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
石
州
和
紙
紙
飛
行

機
選
手
権
、
西
条
柿
種
飛
ば
し
選
手

権
や
周
辺
施
設
を
ま
わ
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
、三
隅
を
「
体
験
」
し
、

「
魅
力
」
を
感
じ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン

ト
も
お
楽
し
み
に
。

日　
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
13
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
三
隅
中
央
公
園
周
辺

問　
三
隅
支
所
産
業
建
設
課
内

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
（
☎
�
２
８
０
３
）

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
金
田
弘
子
さ

ん
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
高
齢
者

の
理
解
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

日　
11
月
12
日
㈯

健
康
チ
ェ
ッ
ク 　
午
前
９
時
～

講
演
会　
午
前
10
時
～

場　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
偕
生

演
題　
寄
り
そ
う
介
護
～
認
知
症
の

理
解
～

講
師　
金
田
弘
子
さ
ん【
森
本
外
科
・

脳
神
経
外
科
医
院
副
院
長
（
鳥
取

県
琴
浦
町
）】

料　
無
料

問　
偕
生
園　
（
☎
�
５
７
５
５
）

　

農
林
産
物
の
品
評
会
及
び
即
売
会
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
石
見
神
楽
上
演

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
各
種
団

体
に
よ
る
出
店
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
や

矯
正
施
設
の
刑
務
作
業
製
品
の
展
示

即
売
会
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
す
。
今
年
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

は
「
安
来
の
お
じ
＆
お
が
っ
ち
」
で

す
。

日　
11
月
13
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時
45
分

場　
市
役
所
旭
支
所
周
辺
・
市
民
体

育
館
・
旭
セ
ン
タ
ー

問　
旭
支
所
産
業
建
設
課
内　

旭
ふ

る
里
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
１
４
３
７
）

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申　
プ
ロ
セ
ス
ユ
ニ
ー
ク
（
▢ＦＡＸ
０
３

‐
６
２
６
４
‐
６
４
４
５
）

https://w
w
w
.p-unique.co.jp/

karoushiboushisym
po

問　
山
陰
過
労
死
等
を
考
え
る
家
族

の
会
事
務
局
長　

三
浦
一
雄
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
６
３
９
‐
４
１

６
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

浜
田
お
や
こ
劇
場

　
笑
福
亭
鶴
笑
の

　
　
人
権
平
和
講
演
会

　
　
パ
ペ
ッ
ト
落
語
公
演

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
ＩＮ
島
根

浜
田
養
護
学
校

は
ま
よ
う
ま
つ
り

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

偕
生
園

　
　
福
祉
講
演
会

旭
ふ
る
里
ま
つ
り
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旭
町
市
木
の
十
通
り
地
区
を
散
策

し
ま
す
。
江
戸
時
代
の
往
還
や
石
山

合
戦
に
出
陣
し
た
土
豪
と
謎
の
七
人

塚
。
谷
間
の
里
の
埋
も
れ
た
歴
史
に

触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日　
11
月
20
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
50
分
～
正
午

集
合
場
所　
市
役
所
旭
支
所
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

石
見
を
中
心
と
し
た
山
陰
の
「
い

い
も
の
」（
逸
品
）
が
大
集
合
す
る

マ
ル
シ
ェ
を
石
見
で
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

（
20
日
㈰
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場　
ア
ク
ア
ス
前
中
央
広
場

内
容

・
石
見
を
中
心
と
し
た
山
陰
の
「
い

い
も
の
」（
逸
品
）
の
物
販
、
飲

食
ブ
ー
ス
（
出
店
者
約
40
店
舗
）

・
ア
ク
ア
ス
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
る

子
ど
も
向
け
ブ
ー
ス

・
石
見
地
域
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
シ
ョ
ー

・
抽
選
会　

な
ど

問　
県
観
光
振
興
課

（
☎
０
８
５
２
�
６
９
１
３
）

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
人
、
こ
れ

か
ら
始
め
る
人
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を

蹴
っ
て
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。
社

会
人
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
「
フ
ァ
ー

ス
ト
」
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生

日　
11
月
19
日
㈯
・
12
月
23
日
㈷

　

午
後
７
時
～
９
時

定　
各
回
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た

ポ
ー
ル
を
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
歩
く
と
ひ
ざ
な
ど
足
に
か

か
る
負
担
が
軽
く
な
り
楽
に
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
方
大
歓

迎
で
す
。

日　
11
月
20
日
㈰
・
12
月
18
日
㈰

（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
各
回
40
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

発
熱
が
続
く
、
む
く
み
が
あ
る
、

食
欲
が
な
い
、
だ
る
い
、
ふ
し
ぶ
し

が
痛
む
な
ど
、
一
つ
一
つ
の
症
状
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
症
状
は
何
で
す
か
。
総
合

診
療
医
と
と
も
に
そ
の
症
状
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日　
11
月
16
日
㈬

午
後
６
時
～
７
時

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
総
合
診
療
科
24
時　

そ
の

症
状
が
診
断
に
至
る
道
の
り

講
師　
北
條
宣
政
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
総
合
診
療
科
部
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠

慮
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

　

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

　

‐
５
９
６
０
）

命
・
家
族
・
絆
が
テ
ー
マ
の
映
画

「
う
ま
れ
る
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
章

「
ず
っ
と
、
い
っ
し
ょ
。」
の
上
映
会

を
開
催
し
ま
す
。

※　
「
う
ま
れ
る
」
の
続
編
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

日　
11
月
13
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

場　
浜
田
公
民
館

定　
先
着
60
人
（
事
前
申
込
不
要
）

料　
５
０
０
円

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

は
無
料
で
す
。

問　
浜
田
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務

局
（
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ

ン
タ
ー
内
）（
☎
�
９
１
６
０
）

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

傷
害
保
険
は
個
人
で
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
浜

田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

　

平
川
学
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
８

０
５
‐
８
５
３
９
）

ham
adasibu@

yahoo.co.jp

第
１
７
１
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

山
陰
い
い
も
の
マ
ル
シ
ェ

in
ア
ク
ア
ス（
石
見
フ
ェ
ア
）

Ｕ
12
フ
ッ
ト
サ
ル
交
流
体
験
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

映
画
上
映
会

「
ず
っ
と
、
い
っ
し
ょ
。」
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医
学
的
に
更
年
期
障
害
は
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
が
原
因
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
男
女
と

も
に
言
葉
や
態
度
が
ス
ト
レ
ス
と
な

り
、
更
年
期
障
害
を
誘
発
、
悪
化
さ

せ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
社
会
の
現
在
、
も
っ
と
楽
に

や
っ
て
い
け
る
夫
婦
（
男
女
）
関
係

で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
11
月
26
日
㈯

　

午
前
10
時
10
分
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

演
題　
「
夫
源
病
」～
も
っ
と
楽
に
や

っ
て
い
け
る
夫
婦
関
係
っ
て
？
～

講
師　
石
蔵
文
信
さ
ん

料　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問　
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

今
年
も
、
万
灯
山
公
園
に
恒
例
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
点

灯
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

点
灯
式
で
は
、
浜
田
青
年
会
議
所

に
よ
る
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
、
市

内
合
唱
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス

な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

日　
11
月
23
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

午
後
６
時
～
７
時

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
期
間

日　
11
月
23
日
㈷
～
平
成
29
年
１
月

９
日
㈷　

午
後
５
時
～
10
時

場　
万
灯
山
公
園

※　

万
灯
山
公
園
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。
車
で
来
ら
れ
る
場
合

は
、
市
営
駐
車
場
（
30
分
無
料
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
本
庁
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（
☎
�
９
６
０
１
）

　

出
会
い
か
ら
始
ま
る「
ご
縁
と
絆
」

を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

日　
11
月
26
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

受
付　
正
午
～

場　
白
砂
公
民
館

演
奏
者　
杉
本
さ
え
み
さ
ん
・
杉
本

孝
一
さ
ん
・
佐
々
木
純
子
さ
ん

　

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、

ま
た
老
若
男
女
世
代
間
の
親
睦
を
趣

旨
と
し
た
企
画「
石
央
紅
白
歌
合
戦
」

を
開
催
し
ま
す
。
男
女
15
組
対
抗
の

華
や
か
で
す
て
き
な
歌
唱
の
舞
台
で

す
。
応
援
団
と
し
て
ポ
ン
ポ
ン
・
チ

ア
・K

ID
'S

も
出
演
し
ま
す
。

ゲ
ス
ト
歌
手　

浜
田
真
理
子
さ
ん

（
松
江
市
出
身
）

日　
12
月
４
日
㈰　

正
午

開
場　
午
前
11
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料前
売　
大
人　
　

    

１
、０
０
０
円

　
　

大
学
生
・
高
校
生　

 

５
０
０
円

当
日　
大
人　
　

    

１
、２
０
０
円

　
　

大
学
生
・
高
校
生　

 

７
０
０
円

※　

中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、
身
体
・

知
的
・
精
神
の
障
が
い
を
越
え
た
そ

れ
ぞ
れ
の
交
流
や
、
障
が
い
者
の
社

会
参
加
を
目
的
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
身

体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・

精
神
障
が
い
者
（
た
だ
し
、
学
生

は
除
く
）

日　
11
月
26
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
正
午
（
予
定
）

場　
ボ
ウ
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ

申
込
締
切
日　
11
月
16
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

実
行
委
員
会
（
☎
�
０
０
９
４
・

▢ＦＡＸ
�
６
９
３
０
）

朗
読
劇　
劇
研
「
空
」
に
よ
る
、
州

浜
昌
三
さ
ん
作　

創
作
民
話
劇　

定　
先
着
１
０
０
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
16
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
風
園

企
画
・
調
整
課
（
☎
�
１
０
２
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

浜
田
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会

第
20
回
万
灯
山
公
園

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

朗
読
劇
と
秋
の
演
奏
会

石
央
紅
白
歌
合
戦

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本

の
う
た
」の
公
開
録
画
を
行
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
名
曲
の
数
々
を
豪
華
な

出
演
者
が
た
っ
ぷ
り
と
お
届
け
し
ま

す
。

日　
平
成
29
年
１
月
26
日
㈭

　

午
後
６
時
40
分　

開
場　
午
後
６
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

親
子
で
一
緒
に
で
き
る
簡
単
な
体

操
や
遊
び
を
通
し
て
運
動
を
楽
し
み

ま
す
。

日①
12
月
10
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

対
象　
３
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど
も

と
保
護
者

②
12
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

対
象　
小
学
校
１
～
３
年
生
と
保
護

者
場　
県
立
体
育
館

指
導
者　
県
立
体
育
館
職
員
・
市
競

技
団
体

定　
各
回
20
組
40
人

料　
大
人　

１
０
０
円

　
　

子
ど
も　
　

50
円

申
込
期
間　
11
月
５
日
㈯
～
26
日
㈯

　

午
後
５
時
ま
で

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
フ
ル
ー
ト
・
ピ

ア
ノ
に
よ
る
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
曲

な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。
三
人
の
息
の

合
っ
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
を
心
ゆ

く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
16
日
㈮

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

開
場　
午
後
６
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル　

ロ
ビ
ー

演
奏
者

　

山
本
剛
さ
ん　

（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

　

山
本
小
織
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）

　

麻
生
久
美
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

料　
５
０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

高
校
生
以
下　

無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

最
近
特
に
、
局
所
的
な
集
中
豪
雨

や
雨
不
足
、
竜
巻
な
ど
異
常
気
象
が

頻
繁
に
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
球
の
サ
イ
ク
ル
が
狂
い
始
め

て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
知
っ
て
い

る
よ
う
で
、
知
ら
な
い
地
球
の
現
実

に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日　
11
月
26
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

演
題　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

い
地
球
の
話
（
仮
題
）

講
師　
常
圀
文
江
さ
ん

料　
無
料

問　
浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル

大
橋
さ
ん
（
☎
�
０
６
３
５
）

上
方
落
語
家
の
露
の
新
治
さ
ん
と

「
歩
く
水
平
社
宣
言
」
こ
と
川
口
泰

司
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
楽
し
い
お

噺
し
で
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日　
12
月
４
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

場　
石
見
公
民
館

出
演

・
露
の
新
治
さ
ん
（
上
方
落
語
家
）

・
川
口
泰
司
さ
ん
（
山
口
県
人
権
セ

ン
タ
ー
）

料　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問　
べ
っ
ぴ
ん
の
会　

山
本
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
４
５
７
５
‐
３
７

７
５
）

出
演
者　
決
ま
り
次
第
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松

江
放
送
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

料　
無
料

※　

入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２
人
ま

で
入
場
可
）
が
必
要
で
す
。

※　

１
歳
以
上
か
ら
入
場
整
理
券
が

必
要
で
す
。

申
込
締
切
日　
11
月
30
日
㈬
必
着

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
往
信
表
面
】
〒
６
９
７
‐
８
５
０

　

１
（
住
所
不
要
）
浜
田
市
教
育
委

員
会
文
化
振
興
課
内
「
新
・
Ｂ
Ｓ

日
本
の
う
た
」
係

【
往
信
裏
面
】
申
込
者
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
表
面
】
申
込
者
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

【
返
信
裏
面
】
何
も
書
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
当
選
・
落
選
結
果
を
12
月
上

旬
に
発
送
し
ま
す
。

※　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
な
ど
で
の
転
買
を
目
的
と
し
た

申
込
み
は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

な
お
、
売
買
を
目
的
と
し
た
申
込

み
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

抽
選
対
象
外
と
し
ま
す
。

※　

応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報

は
、
抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
納
付
の
お
願
い
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
画

新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た

県
体
ス
ポ
ー
ツ
塾

　
親
子
体
操

石
央
文
化
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

Ｒ
ｉ
ｏ
ｓ
ａ
（
リ
オ
ッ
サ
）

環
境
講
演
会

べ
っ
ぴ
ん
寄
席
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使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　
本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局

（
☎
０
８
５
２
�
０
７
０
０
）

http://nhk.jp/m
atsue/

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

切
り
絵
で
水
族
館
！

　

紙
が
水
辺
の
生
き
物
に
大
変
身
！！

日　
11
月
６
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
30
人

料　
無
料

講
師　
本
田
さ
ん
（
江
津
市
）

漁
師
の
奥
さ
ん
に
学
ぶ
！
煮
魚
教
室

　

お
い
し
い
煮
魚
を
作
っ
て
、
体
の

つ
く
り
も
学
ん
じ
ゃ
お
う
！

日　
11
月
27
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
30
人

料　
３
０
０
円

講
師　
真
和
漁
業
生
産
組
合
と
浜
田

水
産
事
務
所
の
皆
さ
ん

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

https://w
w
w
.aquas.or.jp

ア
ク
ア
ス
・
ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

絵
本
で
子
育
て

対
象　
当
日
ア
ク
ア
ス
に
入
館
し
て

い
る
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

日　
11
月
14
日
㈪（
１
歳
以
下
向
け
）

　
　

11
月
28
日
㈪（
６
歳
以
下
向
け
）

　
　

午
前
10
時
～
11
時

定　
先
着
30
人

申
込
方
法　
参
加
当
日
１
階
総
合
案

内
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

11
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　

６
日
㈰　

美
川
西
保
存
会

　

12
日
㈯　

後
野
神
楽
社
中

　

13
日
㈰　

宇
野
保
存
会

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
雲
谷
派
」

室
町
時
代
の
画
僧･

雪
舟
の
あ
と

を
継
ぎ
、
毛
利
氏
の
御
用
絵
師
と
し

て
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に

か
け
て
活
躍
し
た
雲
谷
等
顔
と
そ
の

流
派
「
雲
谷
派
」
を
紹
介
し
ま
す
。

日　
11
月
９
日
㈬
～
12
月
26
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

場　
石
見
美
術
館
Ａ

料
一
般　
　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

大
学
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　

高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

※　
（　

）
内
は
、
20
人
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
美
し
き
天
然
・

大
下
藤
次
郎
の
水
彩
画
」

自
然
を
愛
し
、
各
地
を
旅
し
て
風

光
明
媚
な
光
景
を
写
し
た
大
下
藤
次

郎
の
水
彩
画
か
ら
、
海
・
山
・
湖
・

空
な
ど
自
然
の
美
し
さ
が
表
現
さ
れ

た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

日　
11
月
16
日
㈬
～
平
成
29
年
１
月

９
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

場　
石
見
美
術
館
Ｂ

料
一
般　
　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

大
学
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　

高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

※　
（　

）
内
は
、
20
人
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

邦
楽
地
域
活
性
化
事
業
総
括
演
奏
会

邦
楽
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

第
一
線
で
活
躍
す
る
若
手
邦
楽
演

奏
家
９
人
が
グ
ラ
ン
ト
ワ
に
集
結
し

ま
す
。
響
き
あ
う
和
の
調
べ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
11
日
㈰　

午
後
２
時

開
場　
午
後
１
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

一
般　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

友
の
会
会
員　
　
　

８
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　

５
０
０
円

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）
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石
正
美
術
館
で
は
、
日
本
画
家
・

石
本
正
（
島
根
県
浜
田
市
三
隅
町
出

身
）
の
没
後
一
年
回
顧
展
「
石
本
正

魂
の
軌
跡
」
を
開
催
中
で
す
。

　

75
年
も
の
画
業
の
中
で
、
対
象
の

奥
に
潜
む
美
し
さ
を
表
出
さ
せ
た
作

品
を
次
々
と
生
み
出
し
、
最
期
ま
で

現
代
日
本
画
壇
の
第
一
線
に
あ
り
続

け
た
石
本
。
本
展
で
は
、
生
涯
地
位

や
名
誉
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
た
だ

ひ
た
す
ら
に
己
の
美
を
求
め
る
姿
勢

を
貫
き
通
し
た
孤
高
の
画
家
の
画
業

の
全
貌
を
、
代
表
作
と
共
に
時
系
列

で
辿
り
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
こ
の
展
覧
会
で
し
か

観
る
こ
と
の
で
き
な
い
壮
年
期
の
代

表
作
「
飛
騨
の
酒
倉
」（
山
種
美
術

館
蔵
）
や
、
初
公
開
と
な
る
遺
作
・

ス
ケ
ッ
チ
な
ど
も
併
せ
て
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※　
「
飛
騨
の
酒
倉
」
は
11
月
６
日
㈰

ま
で
の
展
示
で
す
。

会
期没

後
一
年
回
顧
展
「
石
本
正　

魂

の
軌
跡
」

《
前
期
》
12
月
23
日
㈷
ま
で

《
後
期
》
平
成
29
年
１
月
２
日
㈷
～

３
月
12
日
㈰

料
金一

般　
　

８
０
０
円（
７
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　

前
売
券
（
一
般
６
０
０
円
）
が

あ
り
ま
す
。
ロ
ー
ソ
ン
各
店
（
Ｌ

コ
ー
ド
６
３
１
７
４
）
又
は
、
山

陰
中
央
新
報
社
西
部
本
社
ほ
か
に

て
販
売
し
て
い
ま
す
。

※　

（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

　回顧展と第51回石本正絵画教室開催に関連し、２人の日本画家に
よる講演会を開催します。どちらも生前の石本先生とは恩師として、
あるいは話の合う画家仲間として親しくしてこられました。画家と
しての「石本正」の人物像などについてお話しいただきます。
演題・講師
　「石本先生の思い出」池田知嘉子さん（日本画家・創画会準会員）
　「晩年の石本先生の思い出、よもやま話」庄田達生さん（日本画家）
日時　11月５日㈯　午前10時～11時30分　　　料金　無料
会場　石正美術館創作室

　三隅中央公園で開催される「みすみフェスティバル」に併せ、「美
術館まつり」を開催します。美術館周辺では、創作体験コーナーや
フリーマーケットなど楽しいことが盛り沢山です。
※　期間中は、美術館観覧料が無料です。
日時　11月12日㈯・13日㈰　

※　詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）　　

石本正「飛騨の酒倉」1968年

《ギャラリー展示》
やっちゃんと石見のゆかいな仲間
たち～前川保子＆久保嘉巳 押絵展～
11月６日㈰まで

西藤真弓 日本画展～想いを込めて～
11月９日㈬～18日㈮

大賀務・生徒合同作品展
11月19日㈯～25日㈮
Dear江戸猫さん・福美招き猫展
11月26日㈯～12月７日㈬

《イベント情報》
光の回廊ワークショップ「手作り
キャンドル」
11月20日㈰　午後１時～３時

おとなのアートサロン「スイーツ
粘土・クリスマスリース作り」
11月23日㈷　午後１時～３時
※　事前予約が必要です。

有

料

広

告

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎リレー講演

◎石正美術館まつり
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11
月
の
休
館
日

月
曜
日　
７
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日

振
替
日　
４
日
㈮
・
24
日
㈭

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、「
再

生
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
浜
田
」

と
題
し
、「
再
生
」
を
テ
ー
マ
に
様
々

な
表
現
方
法
で
変
身
さ
せ
た
驚
く
よ

う
な
作
品
の
数
々
を
紹
介
す
る
展
覧

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
梱
包
資
材
と
し
て
使
用

さ
れ
る
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
」
が
主
役
で

す
。
カ
ラ
フ
ル
な
色
づ
か
い
と
黒
い

ラ
イ
ン
が
印
象
的
な
小
山
さ
ん
の
作

品
は
、
使
い
終
わ
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル

を
切
り
分
け
、
箱
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ

た
バ
ー
コ
ー
ド
や
ロ
ゴ
を
デ
ザ
イ
ン

の
一
部
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ッ
チ
や
解
説
パ
ネ
ル
で
制
作
過

程
も
一
緒
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
ら
し
い
表
情
の
動
物
に

変
身
し
た
作
品
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
を
制
作
し
た
本
濃
さ

ん
は
、展
覧
会
前
に
浜
田
に
滞
在
し
、

約
２
週
間
か
け
て
体
験
性
の
あ
る
大

型
作
品
を
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
浜
田

の
風
景
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
た
「
山
」
の
作
品
は
迫
力
満

点
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ア
ー
ト
で
生
ま
れ

変
わ
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
存
分
に
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※　

こ
の
展
覧
会
は
、
一
般
財
団
法

人
地
域
創
造
の
助
成
を
受
け
て
い

ま
す
。

会
期　
平
成
29
年
１
月
９
日
㈷
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

■
開
館
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

お
陰
様
で
開
館
20
年
を
迎
え
ま
す
。

当
日
は
展
覧
会
観
覧
料
が
無
料
で
す
。

◎
11
月
５
日
㈯　

　

午
前
10
時

　

よ
し
と
の
飛
び
出
す
紙
芝
居　

　

午
前
11
時

　

第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

午
前
11
時
30
分
～
正
午

　

石
見
神
楽
「
こ
ど
も
恵
比
寿
」

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

■
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
イ
ギ
リ
ス
の
風
》

　

イ
ギ
リ
ス
・
ユ
ー
レ
カ
子
ど
も
博

物
館
の
先
生
と
イ
ギ
リ
ス
ら
し
い
作

品
に
挑
戦
し
よ
う
！

◎
11
月
３
日
㈷
・
５
日
㈯
・
６
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
エ
コ
写
真
立
て
》

　

廃
材
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
工

夫
し
て
作
る
よ
。

◎
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
》

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
お
し
ゃ
れ

に
作
ろ
う
。

◎
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
木
の
実
で
ア
ー
ト
》

　

季
節
の
木
の
実
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、

楽
し
い
作
品
を
作
ろ
う
。

◎
11
月
23
日
㈷
・
26
日
㈯
・
27
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

開
館
20
周
年
記
念
展　
石
見
神
楽
の

い
ろ
は
展

　

石
見
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
「
石

見
神
楽
」の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
期　
11
月
27
日
㈰
ま
で

場
所　
３
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室

観
覧
料　
無
料

■
祝
20
周
年
記
念
石
見
神
楽
公
演

◎
11
月
３
日
㈷　

午
前
10
時
～
正
午

出
演　
石
見
神
楽
亀
山
社
中

入
場
料　
無
料

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※　

公
演
中
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
を

閉
室
し
ま
す
。

小山一馬　作

本濃研太　作

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.239

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
変
身
展

　
　
　
　
　
　
開
催
中
！

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
ご
案
内
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☆
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
①

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

日
時　
11
月
６
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※　

袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
②

特
別
上
映
会

上
映
日　
11
月
３
日
㈷

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
10
分

タ
イ
ト
ル　
ぶ
ど
う
酒
び
ん
の
ふ
し

ぎ
な
旅

時
間　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

中
央
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
14
日
㈪
・
28
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

火
曜
日
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
７
時

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

で
ま
え
と
し
ょ
か
ん
in
さ
ざ
ん
か
祭
り

日
時　
11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

場
所　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
金
城

内
容　
こ
ど
も
の
ほ
ん
の
展
示
・
封

ブ
ッ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　
11
月
２
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

旭
ふ
る
里
ま
つ
り

開
催
日　
11
月
13
日
㈰

旭
図
書
館
コ
ー
ナ
ー

【
お
は
な
し
会
】

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
読
み
聞
か
せ

時
間　
午
前
11
時
～
正
午

【
工
作
教
室
】

　

落
花
生
で
雪
だ
る
ま
を
作
ろ
う
！

時
間　
午
前
９
時
30
分
～

　

午
後
０
時
30
分
～

（
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー
・
旭
図
書
館

秋
の
お
は
な
し
会
in
み
す
み
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

日
時11

月
12
日
㈯　

午
後
２
時
～

13
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～

タ
イ
ト
ル　
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠
鏡

時
空
を
超
え
た
宇
宙
の
絶
景

☆
講
演
会

　

子
ど
も
の
読
書
等
推
進
の
会
浜
田

支
部
に
よ
る
講
演
会
で
す
。

日
時　
11
月
19
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　
末
宗
辰
彦
さ
ん
（
山
陰
こ
ど

も
の
と
も
社
代
表
）

演
題　
こ
ど
も
の
こ
と
ば
を
育
て
る

選
書
の
重
要
性

定
員　
80
人

申
込
締
切
日　
11
月
16
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
又
は
、
直
接
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
テ
ー
マ
ト
ー
ク

日
時　
11
月
23
日
㈷

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

語
り
手　
坂
本
文
江
さ
ん

テ
ー
マ

博
物
館
・
美
術
館
へ
行
こ
う

問
い
合
わ
せ
先　

は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

栗
栖
さ
ん
（
☎
�
０
２
２
４
）

☆
映
画
会

子
ど
も
映
画
会

日
時　
11
月
20
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
15
分

タ
イ
ト
ル　
ミ
ッ
フ
ィ
ー
と
ど
う
ぶ

つ
え
ん
（
２
０
１
０
年
作
品
）

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
11
月
27
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

タ
イ
ト
ル　
お
引
越
し
（
１
９
９
３

年
作
品
）

☆
お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

☆
電
子
紙
芝
居

日
時　
11
月
12
日
㈯
・
27
日
㈰

午
後
２
時
～

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

筒
づ
く
り
や
お
は
な
し
会
・
お
り

が
み
教
室
ス
ペ
シ
ャ
ル

※　

期
間
中
、
金
城
図
書
館
は
休
館

し
ま
す
。

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

日
時　
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

テ
ー
マ

図
書
館
モ
ン
ス
タ
ー
de
Ｇ
Ｏ
！

三
隅
図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
市

日
時　
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
多
目
的
室

☆
第
７
回
一
夜
一
冊

は
ま
だ
読
書
夜
会

　

参
加
者
が
お
気
に
入
り
の
一
冊
を

持
ち
寄
っ
て
紹
介
し
合
い
ま
す
。

日
時　
11
月
24
日
㈭
（
申
込
不
要
）

午
後
７
時
～
９
時

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

図書館情報
　

10
月
27
日
㈭
か
ら
11
月
９
日
㈬
は

読
書
週
間
で
す
。

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

金
城
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

旭
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

三
隅
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ
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７
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で
、
海
外

の
交
流
協
定
校
か
ら
の
学
生
を
受
入

れ
「
夏
期
日
本
語
・
日
本
文
化
研
修
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
本
学
で
は
夏
と

冬
の
年
２
回
、短
期
研
修
を
実
施
し
、

こ
の
夏
は
蔚ウ

ル

山サ
ン

大
学
校
（
韓
国
）・

安ア
ン

徽キ

財
経
大
学
・
華カ

僑キ
ョ
ウ

大
学
（
中

国
）・
世セ

新シ
ン

大
学
・
台タ

イ

中チ
ュ
ウ

科
技
大
学

（
台
湾
）・
海
洋
国
立
大
学
（
ロ
シ

ア
）・
ワ
ナ
チ
バ
レ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ（
米

国
）か
ら
計
13
人
を
受
入
れ
ま
し
た
。

　

日
本
語
授
業
で
は
、
日
本
人
学
生

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
会
話
や
発
表

練
習
を
行
い
、
講
義
体
験
で
は
、
外

国
語
の
授
業
（
韓
国
語
・
中
国
語
・

ロ
シ
ア
語
・
英
語
）
で
日
本
人
学
生

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
相
互
に

学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
文
化
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、着
付
け
や
茶
道
体
験
の
ほ
か
、

石
見
神
楽
の
講
義
と
夜
神
楽
鑑
賞
・

紙
す
き
・
神
楽
面
の
絵
付
け
・
県
東

部
出
身
学
生
の
指
導
に
よ
る
銭
太
鼓

体
験
な
ど
、
地
域
の
伝
統
文
化
に
触

れ
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
で
訪
れ
た
美
川
公
民
館

で
は
、
自
分
た
ち
の
国
に
つ
い
て
日

本
語
で
紹
介
し
、
公
民
館
を
利
用
す

る
人
や
高
校
生
に
研
修
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
ク
ラ

ブ
や
放
課
後
教
室
に
参
加
す
る
子
ど

も
た
ち
と
交
流
す
る
な
ど
、
皆
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
卓
球
教
室
の
人
と
卓

球
を
楽
し
ん
だ
り
、
本
学
の
正
規
留

学
生
が
企
画
し
た
鎌
手
小
学
校
児
童

と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
紺

屋
町
の
土
曜
夜
市
に
出
か
け
た
り
す

る
な
ど
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
に

出
会
い
、
交
流
を
と
お
し
て
体
験
的

に
日
本
語
と
日
本
文
化
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
が
石
見
産
品
を
使
っ
た

料
理
を
作
り
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め

ま
す
。
当
日
販
売
す
る
１
枚
１
０
０

円
の
チ
ケ
ッ
ト
と
引
き
換
え
に
屋
台

の
料
理
（
各
屋
台
１
０
０
食
限
定
）

を
購
入
で
き
、
グ
ラ
ン
プ
リ
は
来
場

者
の
投
票
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
紺
屋
町
商
店
街
に
て
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
合
同
で
開
催

し
ま
す
。
石
見
出
身
の
人
に
も
そ
う

で
な
い
人
に
も
、
石
見
の
魅
力
を
さ

ら
に
知
っ
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
よ
う
、
委
員
会
一
同
頑
張
り
ま

す
。
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
12
月
４
日
㈰

場
所　
紺
屋
町
商
店
街

※　

時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

Ｌ
Ｂ
推
進
委
員
会

代
表　

秋
田
さ
ん
（
☎
０
８
０
ー

５
３
３
０
ー
５
１
７
８
）

Em
ai:Ib.iw

am
i@

gm
ail.com

①
実
地
研
究
と
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
学
生
活
動

日
時　
11
月
８
日
㈫

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

⑥
夫
婦
間
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う

日
時　
12
月
７
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
李
憲
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
講

師
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
連
携
課
（
☎
�
２
３
９
６
）

　

今
年
度
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究

セ
ン
タ
ー
が
、
大
学
共
同
利
用
機
関

法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ

Ｕ
）
が
構
築
す
る
北
東
ア
ジ
ア
地
域

研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
拠
点
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
「
北

東
ア
ジ
ア
：
胚
胎
期
の
諸
相
」
と
題

す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

入
場
料　
無
料
（
申
込
不
要
）

日
時11

月
19
日
㈯　

午
前
９
時
20
分
～

午
後
５
時

20
日
㈰　

午
前
９
時
15
分
～

午
後
３
時
30
分

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
調
整
室
（
☎
�
２
２
０
１
）

講
師　
マ
ニ
ン
グ
・
ク
レ
イ
グ
（
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
講
師
）

会
場　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階
多

目
的
演
習
室

②
ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

入
門
～
ど
ー
な
る
日
本
経
済
！
～

日
時　
11
月
９
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
木
村
秀
史
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
講
師
）

会
場　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階
多

目
的
演
習
室

③
地
域
課
題
と
住
民
参
画
：
地
域
の

空
港
を
活
か
す
た
め
に
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と

④
地
域
課
題
と
住
民
参
画
：
生
活
の

「
足
」
を
守
る
た
め
に
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と

日
時　
11
月
16
日
㈬

午
後
５
時
45
分
～
７
時
45
分

講
師　
西
藤
真
一
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
准
教
授
）

松
田
善
臣
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
准

教
授
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

⑤
石
見
で
宿
泊
業
を
続
け
て
い
く
こ

と
へ
の
想
い

日
時　
11
月
30
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
松
尾
恵
美
さ
ん
（
㈲
ホ
テ
ル

松
尾
女
将
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３
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～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,826 19,508 21,698 41,206
金 城 1,912 2,129 2,292 4,421

旭 1,382 1,411 1,476 2,887
弥 栄 695 653 722 1,375
三 隅 2,920 2,966 3,309 6,275
合 計 26,735 26,667 29,497 56,164

人　口（９月末現在）

（単位：人）

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　はつらつ健康教室は、認知症や寝たきりを予防するために、地域の高齢者が集
まり平成18年５月に発足しました。
　現在は毎週金曜日にメンバー 17人が、黒沢公民館に集まり園芸や教室便りの
作成・社会学習などの旅行の計画・地区食生活改善推進員と一緒に健康に良い料
理づくりなどを行っています。また、月に１回スカットボールやグランドゴルフ
などの無理なく体を動かせる軽スポーツにも取り組んでいます。
　さらに、長年培った知恵や経験を生かして公民館活動への助言や子どもたちと
触れ合うなど、地域とつながって活動しています。これらの取組が、高齢者の社
会参加の模範と認められ、平成28年９月15日に内閣府から社会参加活動事例とし
て表彰されました。代表の三浦哲子さんは、「これからも自分らしくいきいきと
生きていくため、みんなと無理なく・楽しく・元気よくをモットーに自分たちの
活動を続けていきたい」と話していました。

わがまち 再発見！

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697–8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ0855–22–3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.shimane.jp

Facebook（浜田市広報係）
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

はつらつ健康教室（三隅）


